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ご
さ

ぼ
く
が
ス
テ
ツ
カ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
可

愛
い
が
っ
て
ね
〃

ミ

●年中無体

●営業時間 渋谷・池袋店

AM10:00～PM 7:00

横浜店
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銭
谷
欽
治
選
手

有
終
を
飾
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７８
オ
‐
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・
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バ
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男
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ダ
ブ
ル
ス
優
勝
、
飯
野
佳
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（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

・
土
田
証
雄
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電
東
京
）
選
手
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長谷川博幸選手 (中 大)は学生唯―のベス ト8入 り

あと一歩が
｀
壁

″
飯野佳孝選手 (ヨ ネックス)

｀
ガッツ

″
Jヽ 島一平選手 (ラ ケット

ヒ選手 (明和養護教)も ベテラン.ヤ

ショップ元町)

り発揮長谷川進選手

Ｉ
餞
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紹
介
さ
れ
る
ア
ジ
ア
大
会
の
メ
ン
パ
ー
▼

管
‥
　
・

力
強
さ
が
武
器
、
尾
崎
幹
雄

（電
電
東
京
）

・
辻
敏
弘
選
手

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）
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田
所
光
男

（電
電
東
京
）

。
大
場
和
博
選
手

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）
も
魅
力
い
っ
ぱ
い
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5ロフア カーボデラックス
スチール カーボ ンシャ フ ト

とは違 い、純然 た るオ ール

カーボ ンシャ フ トを使 用。

その弾力性 は従 来の スチ ー

ル シャ フ トにないすば ら し

い反援 力 を生 み だ し、多 く

の反響 を呼 ん でお ります。

シャ フ トを若千 太 くす るこ

とによ り左右の プレを解 決

してい ますの で、ア タッ ク

に レシー プに この新 しい魅

力 を十二分 に発揮 させ て下

さい。

カ ー ボ デ ラ ツ ク ス Ⅱ

カーボデラックス同様、オ

ールカーボンシャフ トを使

用 し、特殊合金 フレームを

プラス して全て新 しいタイ

プのラケッ トとして、ここ

に誕生 しました。より軽 く

そしてよリスピーディでパ

ワーフルな条件 をすべて兼

ね備 えたまさに現在にマッ

チ した、最高のラケ ッ トと

云えましょう。あなたも最

高のラケッ トでプレー して

みませんか ?

″



●

グラフ

'78オ ール ジャパ ンから

④
ハッシュマン夫人・連載

用具について

0
全日本総合選手権

銭谷4度 日、 ｀
銭谷時代

″
死守

⑩

海外 トピックス

賞金獲得ナンバーワン

0
全日本総合選手権
｀
大輪

″
花開く、徳田が初制覇

①

寺田太郎・連載

「華々しき一族」

0
全日本総合選手権

強打で圧倒、飯野組 V3

0
読者からの寄稿

全日本総合をもっと権威ある大会に

0
全日本総合選手権
｀
全英覇者

″の貫禄、徳田 。高田、連勝

①

おしどリコンピNC9で 紹介

編集室から

●

全日本総合選手権

息もピッタリ、初栄冠、中井・千葉

⑩

われらのクラブ 。大田区FoBoC
あくまでも婦人・美人・クラブなので～す

0
栂野尾悦子・連載

ケガを克服し、全英ダブルス初優勝

◇表紙デザイン・構成、本文カット=野間デザイン室/表紙。本文写真=赤星三樹 (使用カメラ・レンズ=アサヒベンタックス

MX、 K2 SMC一 P一 M50/:4 SMC― P 200/25 300/4)/現 像処理=輸クリエイトフォト・タカ0今月の表紙=昭和53年度

全日本総合選手権で銭谷に肉迫、男子シングルス準優勝の土田証雄選手 (電電東京)

笏



｀
銭谷時代

″
死守

悲願ならず
今
年
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
の
総
決

算
、
昭
和
５３
年
度
の
全
日
本
総
合
選

手
権
は
、
ア
ジ
ア
大
会
の
関
係
で
、

例
年
よ
り
ひ
と
月
早
い
、
日
月
１６
日

か
ら
‐９
日
ま
で
、
東
京

。
大
田
区
体

育
館
、
代
々
木
第
２
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
。

満
員
の
観
衆
で
埋
め
ら
れ
た
最
終

日
の
代
々
木
第
２
体
育
館
は
、
女
子

の

″
ュ
ー
バ
ー
杯
奪
還
″
と
い
う
、

ビ
ツ
グ
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
た
年
に

ふ
さ
わ
し
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

結
果
、
男
子
は
戦
前
の
予
想
通
り

シ
ン
グ
ル
ス
の
銭
谷
、
ダ
ブ
ル
ス
の

飯
野

・
土
田
組
が
第

一
人
者
の
実
力

を
発
揮
し
て
連
覇
。

女
子
は
、
湯
木
、
近
藤
と
の
三
ツ

巴

（ど
も
え
）
の
中
か
ら
抜
け
出
し

た
徳
田
が
シ
ン
グ
ル
ス
を
制
し
、
全

英
の
再
現
と
な
っ
た
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

で
は
、
徳
田

・
高
田
組
が
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
貫
禄
を
示
し
、
Ｖ
２
を
果
た

し
た
。

混
合
ダ
ブ
ル
ス
は
、　
″若
さ
″
の

中
井

。
千
葉
組
が
初
優
勝
に
輝
い
た
。

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
３
回
戦

久景辻き

`銭

Vツ   サ 谷
2        2
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（一「刺２（‐５‐５‐‐４‐‐）０（堂赫『

▼
同
準
々
決
勝

銭　谷２
（‐５‐５‐‐３‐‐）０　辻

飯　野２
（‐５‐５‐‐５７）０長谷川

小　島２
（‐５‐５‐‐５‐０）０栂野尾

土　田２
（‐５‐５‐‐‐０８）０長谷川

▼同準決勝
銭　谷２
（‐５‐５‐‐５４）０飯　野

土
　
田
２

１
小

島

▼
同
決
勝

銭
　
谷
２

一‐５‐７‐０
‐ ‐ ‐
‐０‐４‐５

一
・
土
　
田

（銭
谷
は
３
連
勝
４
度
目
）

３
年
連
続
の
決
勝
対
戦
と
な
っ
た

銭
谷
対
土
田
は
、
近
来
に
な
く
終
始

緊
迫
し
た
内
容
の
、
ス
リ
リ
ン
グ
な

素
晴
ら
し
い
熱
戦
と
な
っ
た
。

第
１
ゲ
ー
ム
、
ス
ピ
ー
ド
感
浴
れ

る
得
意
の
速
攻
が
光
り
、
土
田
が
ま

18 15 11
1 1 1
14 6 15

また しても惜敗の土田

無
ド
Ｆ

τ
ｆ
！
で

¬

劇瑯
」
Ｌ
Ｆ

鼈

懸
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全 日本ネ総合選手権

銭谷、4度目
土田あと一歩

ツ 再

ず
先
取
。

初
優
勝
を
狙
う
な
み
な
み
な
ら
ぬ

闘
志
を
十
分
に
う
か
が
わ
せ
た
。

し
か
し
、
デ
ィ
フ
エ
ン
ス
に
進
歩

の
跡
を
見
せ
る
銭
谷
も
あ
わ
て
ず
、

待
機
作
戦
。

第
２
ゲ
ー
ム
、
土
ＩΠ
好
調
に
リ
ー

ド
を
奪
っ
た
が
、
７
１
５
か
ら
痛
い

ヘ
ア
ピ
ン
ミ
ス
を
重
ね
て
銭
谷
の
逆

転
を
許
し
た
。

明
暗
を
分
け
る
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
た
の
は
、
銭
谷
が
１４
‐
‐２
と

ゲ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
を
握
っ
て
か
ら
。

ど
う
し
て
も
こ
の
ゲ
ー
ム
で
決
着

を
つ
け
た
い
土
用
は
、
渾
心
の
力
で

反
撃
し
、
セ
ン
ア
イ
ン
グ
ヘ
勝
負
を

持
ち
込
ん
だ
が
、
日
前
に
ぶ
ら
さ
が

っ
た
賜
杯
を
意
識
し
た
の
か
、
ク
リ

ア
ー
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
の
サ
イ
ド
ア
ウ

ト
、
ネ
ッ
ト
ミ
ス
と
た
て
続
け
に
ミ

ス
、
一月
に
力
が
入
り
過
ぎ
た
感
が
あ

っ
た
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
に
持
ち
込
ん
で
、
ま

す
ま
す
冷
静
な
銭
谷
は
、
５
１
０
、

８
１
７
と
リ
ー
ド
を
保
ち
、
い
っ
た

ん
は
１０
オ
ー
ル
と
さ
れ
た
が
、
勝
負

ど
こ
ろ
で
は
確
実
に
レ
シ
ー
プ
す
る

慎
重
な
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
。

何
と
い
っ
て
も
、
圧
巻
だ
っ
た
の

は
、

‐２
‐
‐０
か
ら
銭
谷
の
勝
利
を
決

定
づ
け
た
と
思
え
る
、
観
衆
を
沸
か

せ
た
長
い
ラ
リ
ー
の
応
酬
。

銭
谷
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
切
り
返
し

た
土
田
が
猛
反
撃
、

―
ぎ
り
ぎ
り
の
ス
マ

を
泳
が
せ
た
。

コ
ー
ナ

で
銭
谷

銭
谷
は
、
こ
れ
を
懸
命
に
し
の
ぐ

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
披
露
、
最
後
は

フ
ォ
ア
か
ら
の
ク
ロ
ス
カ
ッ
ト
が
見

事
に
決
ま
っ
て
、
土
田
が
バ
ッ
タ
リ

手
を
つ
い
て
倒
れ
た
。

両
者
の
対
戦
を
物
語
る
よ
う
な
こ

の
ラ
リ
ー
が
、
銭
谷
の
３
連
覇
を
決

定
的
に
し
た
。

土
田
は
、
途
中
で
大
き
く
崩
れ
る

悪
い
癖
を
出
さ
ず
頑
張
っ
た
が
、
銭

谷
の
タ
イ
ト
ル
に
賭
け
る
気
迫
が
、

こ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
た
と
い
え
よ

う
。
実
業
団
で
苦
杯
を
飲
ま
さ
れ
た

辻
、
昨
年
黒
星
を
喫
し
た
飯
野
を

一

方
的
な
ス
コ
ア
で
破
る
な
ど
、
充
実

し
た
試
合
ぶ
り
だ
っ
た
。

な
お
、
驚
異
的
だ
っ
た
の
は
、
試

合
出
場
が
昨
年
の
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ

ン
以
来
と
い
う
小
島
の
活
躍
。

３
回
戦
で
強
豪

・
尾
崎
を
、
準
々

決
勝
で
苦
手
の
栂
野
尾
を
、
全
盛
期

を
思
わ
せ
る

″
ス
ピ
リ
ッ
ト

・
フ
ァ

イ
ト
″
で

一
蹴
し
た
。

準
決
勝
の
土
田
戦
で
は
、
フ
ァ
イ

ナ
ル
ゲ
ー
ム
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
大

詰
め
、
土
田
に
幸
運
な
ネ
ッ
ト
イ
ン

さ
え
な
か
っ
た
ら
、
勝
利
の
女
神
は

ど
ち
ら
に
ほ
ほ
笑
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
。

″小
島
健
在
″
の
う
ち
に
、
衰
え
た

ス
マ
ッ
シ
ュ
カ
を
補
な
っ
て
余
り
あ

る

″集
中
力
″″
レ
シ
ー
プ
カ
″″試
合

運
び
″
を
、
若
手
は
ど
ん
欲
に
吸
収

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
。

期
待
さ
れ
た
、
イ
ン
カ
レ
３
連
勝

の
長
谷
川
は
、
土
田
か
ら
ど
う
し
て

も
主
導
権
を
奪
え
ず
、
ス
ピ
ー
ド
感

の
不
足
は
否
め
な
か
っ
た
。

堂々と
｀
銭谷時代

″
を立証

7



徳田が初制覇
V2逃がす

近
藤
は
２
ゲ
ー
ム
ロ
に
乱
調

巻
き
返
し
を
計

っ
た
湯
木
だ
っ
た
が

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
回
戦

（一〕鰈２（‐‐‐‐‐‐４６）０一勢『

大（大「は２（‐‐‐２‐‐４９）ハ」̈け̈一

（赫預峰２（‐‐‐‐‐‐８５）詞‐‐（東動『

策 土

こ 田
2

11 11 12
1 1 1
7 12 10

1;彙

大（関「仰２
一‐‐３．‐田・‐‐６一紳一「『

（̈】仰２（‐‐‐‐」７８）一̈御『

（一つ琳２
（‐‐‐‐‐‐６２）

‐０に」】

リ サ 徳
|ンV卜

田
2

11 11
1 1
0  7

1;層

▼
同
準
々
決
勝

近　十膝２　（‐‐‐‐‐‐２８）０大

米
　
倉
２

一‐‐１１ ５
‐ ‐ １
３ ８ ‐‐

一
１
土

徳一　田２
（‐‐‐‐‐‐３６）０関

湯　木２
（‐‐‐‐‐‐３５）０石

▼
同
準
決
勝

近　憔２
（‐‐‐‐‐‐２７）０米

▼
同
決
勝

徳　田２
（‐‐‐２‐‐０９）０近　藤

（徳
田
は
初
優
勝
）

決
勝
戦
の
近
藤
は
、　
い
っ
た
い
ど

う
し
た
こ
と
か
。

中
盤
か
ら
几
ミ
ス
が
目
立
ち
、
見

る
に
堪
え
な
い
乱
調
。
攻
撃
型
選
手

の
モ
ロ
さ
を
、
す
べ
て
さ
ら
け
出
し

て
し
ま
っ
た
。

徳

田
2

11 11
1   1

6  8

0
湯

木

●女子単

邊

ｈ

Ｔ

″醸臨

田  根
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一
一

　

　

一
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一
．
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｀
不確実性

〃
近藤

｀
大輪

″
花開く、

バ ドミン トン界☆ 1979・ |

試
合
開
始
早
々
、

「
ヨ
シ
ッ
」
と

一
球
ご
と
に
声
を
出
し
て
、
気
力
溢

れ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
た
◇

が
、
５
１
０
、
９
１
７
と
無
難
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
も
つ
か
の
間
、

突
然
平
几
な
何
で
も
な
い
リ
タ
ー
ン

に
ミ
ス
を
重
ね
、
自
滅
の
道
を
た
ど

っ
た
。

徳
田
は
、
さ
ほ
ど
好
調
と
は
思
え

な
か
っ
た
が
、
近
藤
の
自
爆
に
助
け

ら
れ
、
楽
々
と
初
優
勝
を
成
し
遂
げ

た
。ダ

ブ
ル
ス
と
と
も
に

″二
冠
″
に

輝
い
た
徳
田
は
、
大
き
な
ヤ
マ
場
、

湯
木
と
の
準
決
勝
で
そ
の
真
骨
頂
を

見
せ
た
。

こ
れ
ま
で
の
悪
い
パ
タ
ー
ン

「攻

撃
を
仕
掛
け
て
切
り
返
さ
れ
、
逆
に

無
理
な
ス
ト
ロ
ー
ク
を
放
っ
て
、
湯

木
の
ペ
ー
ス
に
乗
っ
た
」
を
逆
手
に

と
り
、
辛
抱
を
重
ね
湯
木
の
仕
掛
け

を
待

っ
て
、
精
神
的
な
成
長
を
示
し

た
。近

藤
の
攻
撃
力
、
湯
木
の
デ
ィ
フ

ェ
ン
ス
と
い
っ
た
派
手
さ
は
な
い
も

の
の
、
体
力
と
精
神
面
で
の
落
ち
着

き
が
初
優
勝
を
も
た
ら
し
た
と
い
え

卜
■
つ
。

収
獲
だ
っ
た
の
は

″若
手
″
学
生

陣
の
活
躍
。

イ
ン
カ
レ
優
勝
の
石
田
が
、
植
野

を
ス
ト
レ
ー
ト
で
降
し
、
大
塚
が
、

こ
れ
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ー
ム
の
高

田
を
破
り
、
関
根
が
、
小
柄
な
が
ら

曲
者
の
牛
田
に
競
り
勝
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た
し
た
。

上
位
二
人
″徳
田
、
近
藤
、
湯
木
″

の
壁
が
厚
い
こ
と
を
、
イ
ヤ
と
い
う

ほ
ど
味
わ
っ
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
に

プ
ラ
ス
の
は
ず
。
成
長
株
と
し
て
、

今
後
を
大
い
に
注
目
し
た
い
。

4//

二
冠
を
制
し
た
徳
田

ベ
ス
ト
４
進
出
の
善
戦
ぶ
り
…
…
米
倉

F II董
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覇
「

１

一一「
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飯野組、V3
シャッポ脱ぐ

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
２
回
戦

飯
　
野一一一一な（‐５‐５日６４）０鮮】一

一示
）

阿

部

今
　
井
　
　
　
　
　
　
（大
宮
工

」猜ワ爆２
（‐５‐５‐‐・７５）０」「舅に

キ
）　
　
　
　
　
　
　
（越
谷
北

中
教
）

長
谷
川

今
　
泉
　
　
　
　
　
　
（明
和
養

（請
市２野
（‐５‐５‐‐６‐２）０舛護辞

役
所
）　
　
　
　
　
　
（大
根
布

東
中
教
）

尾

崎一一一中２（‐５‐５日３９）０一〓『

ク
ス
）

田
　
所
　
　
　
　
　
　
山

本

一姜一一２一‐５５‐５田３‐５９一・一い呻

ク
ス
）
　
　
　
　
　
　
　
委
）

木
　
村
　
　
　
　
　
　
米
　
沢

（識電．椰２
（‐５‐５‐‐‐２３）
（０計岡棚

海
道
）　
　
　
　
　
　
　
役
所
）

こ万中銭

7ダ 谷
15 15 10
1 1 1
11 6 15

1

墓言暑曇易曽

▼  ⌒    ⌒

辻 
土飯暴ころ雹

3曇
普2田2負  2

.26爾勝
 膏

115:1; 
“

6

瞥曾量1  :IT
▼
同
決
勝

大 田  尾
辻

場 所  崎

遠 木 中 銭

藤 村 井 谷

▼

曾
2 

音
2 量

曾
2  

考
2

EE E田
0    0       0      1

池田・栂野尾は持ち味を発揮 しきれず準優勝
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輩
剌

鶴
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強打で圧倒
池田組完敗、

バ ドミン トン界☆ 1979・ 1

こ総合う

土 飯

田 野
2

15 15
1 1
5  2

0
栂 池
野
尾 田

（飯
野
・土
田
組
は
２
連
勝
３
度
目
）

飯
野

・
土
田
組
の
文
句
の
な
い
圧

勝
に
、
た
だ
あ
然
と
す
る
ば
か
り
。

優
勝
ペ
ア
の
無
敵
ぶ
り
を
賞
讃
す

べ
き
か
、
他
の
ペ
ア
の
ふ
甲
斐
な
さ

を
悲
観
す
べ
き
か
…
…
。

何
は
と
も
あ
れ
、
飯
野

・
土
田
組

の
破
壊
的
な
攻
撃
力
は
、
素
晴
ら
し

い
の
一
雲
中。

ラ
ケ
ッ
ト
の
空
を
切
る
音
が
、
ひ

と
味
違
う
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
さ
し

も
の
歴
戦
の
強
者
、
池
田

・
栂
野
尾

組
も
、
２
発
３
発
と
連
発
さ
れ
る
ス

マ
ッ
シ
ュ
に
、
完
全
に

″カ
プ
ト
を

脱
い
だ
″
格
好
。
得
意
の
、
″栂
野
尾

が
打
っ
て
池
田
が
前
で
決
め
る
″
パ

タ
ー
ン
が
出
ず
し
ま
い
だ
っ
た
。

特
に
、
決
勝
戦
の
飯
野

・
土
田
組

は
出
色
の
で
き
、
飯
野
の

″
カ
ミ
ソ

リ

，
ス
マ
ィ
ン
ュ

″
、
土
田
の

″ク

ロ
ス
・
ス
マ
ッ
シ
ュ

″
が
面
白
い
よ

う
に
決
ま
っ
た
。　
　
　
　
・

ま
た
、
前
衛
の
フ
ォ
ロ
ー
も
冴
え
、

抜
群
の
集
中
力
を
発
揮
し
た
。

池
田

・
栂
野
尾
組
は
、
攻
撃
力
の

衰
え
に
よ
る
転
換
期
か
、
独
特
の
持

ち
味
が
あ
る
だ
け
に
、
巻
き
返
し
を

期
待
し
た
い
。

飯
野

・
土
田
組
の
独
走
に
、
や
や

影
は
薄
れ
た
も
の
の
、
ベ
ス
ト
４
ヘ

進
出
し
た
尾
崎

・
辻
組
、
田
所

・
大

場
組
が
、
強
打
を
発
揮
し
て
、
新
し

い
魅
力
を
ふ
り
ま
い
た
。

尾
崎
は
、
若
手
の
ホ
ー
プ

・
辻
と

組
ん
だ
た
め
か
、　
い
つ
に
な
く
積
極

的
な
動
き
を
見
せ
、
伸
び
伸
び
し
た

プ
レ
ー
で
活
気
を
取
り
戻
し
た
様
子
。

飯
野
組
と
、
互
角
に
打
ち
合
っ
た

第
１
ゲ
ー
ム
が
印
象
的
だ
っ
た
。

長
身
同
士
の
大
型
ペ
ア
と
し
て
、

こ
の
ま
ま
長
く
組
ま
せ
た
い
コ
ン
ビ
。

大
場
も
、
ダ
ブ
ル
ス
・
プ
レ
ー
ヤ

ー
と
し
て
の
期
待
が
持
て
る
、
数
少

な
い
選
手
の
一
人
。

ネ
ッ
ト
前
の
、
巧
み
な
ラ
ケ
ッ
ト

さ
ば
き
は
、
異
彩
を
放
っ
て
い
た
。

期
待
に
反
し
た
の
は
、
今
泉

・
牧

野
組
と
、
銭
谷

。
中
井
組
の
不
振
。

今
泉

・
牧
野
組
は
、
身
上
だ
っ
た

集
中
力
の
持
続
、
い
ぶ
し
銀
の
よ
う

な
し
ぶ
と
い
プ
レ
ー
が
途
絶
え
て
は
、

上
位
進
出
も
ま
ま
な
ら
ず
、
ベ
ス
ト

８
で
涙
を
飲
ん
だ
。

そ
ろ
そ
ろ
持
て
る
力
を
発
揮
す
る

か
と
思
わ
れ
た
銭
谷

・
中
井
組
は
、

い
ま

一
つ
両
者
の
歯
車
が
噛
み
合
わ

ず
、
こ
れ
も
ベ
ス
ト
８
ど
ま
り
で
終

っ
た
。

た
だ

一
つ
学
生
ペ
ア
で
健
闘
し
た

の
は
、
長
谷
川

・
西
山
組
。

後
半
、
徐
々
に
調
子
を
上
げ
て
池

田
組
に
迫
っ
た
が
、
セ
ど
ア
ィ
ン
グ

に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、
惜
し

い
敗
退
だ
っ
た
。

総
体
的
に
見
て
、
飯
野

・
土
田
組

に
肉
迫
で
き
る
ペ
ア
の
養
成
を
、
痛

切
に
感
じ
さ
せ
た
、
ダ
ブ
ル
ス
戦
だ

っ
た
。

独走で 3度 目の優勝、飯野・土田

騒

}  ‖



▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
回
戦

徳
　
田

一昌
　
田

（サ
ン
ト

リ
ー
）

河
　
村

平

（四
条
畷

短
大
）

近

藤

渡
　
辺

（カ
ワ
サ

キ
）

土
　
田

（東
京
）

西
　
尾
２

（サ
ン
ト

リ
ー
）

米

倉

（電
電
東

一示
）

植
　
野

（
ヨ
ネ
ッ

ク
ス
）

湯

木

千

葉

（カ
ワ
サ

キ
）

大
　
塚

関
　
根
２

（日
体
大
）

藤

井

（‐５‐８
‐ ‐
３ ‐５
）
０

（
松

日
は

大
）

15 15     17 15 6      15 15
1  1       1  1  1       1  1
5  4      14 12 15      7  0

言脅量l嵯 委「脅畜薔lli

（‐５‐５‐‐９‐０）
徳

水ヽ
枝（日

体
大
）

飯
　
野

（
ヨ
不ヽ
ッ

ク
ス
）

松
　
田

（青
森
県

体
育
館
）

上
　
野

昔同
　
田

（真
岡
女

一品
）

15 15
1 1
0  3

15 9 15
1 1 1
5 15 8

や
や
迫
力
不
足
の
米
倉

・
植
野

1

塞夏[彗

▼    _、

植 米  渡 近 高 徳 同 リ サ 秋

野 倉  辺 藤 田 1ll芳
上

子 本
2        2     2   カた     2

■ 817δ 露恥 角砲
勝

角 H13
ケ |||||||  |||
ン 4 14 15 10 15 15 7      4 15 8

1       0    0
千 湯  西 土  河

平
葉 木  尾 田  村

15 15 7
1 1 1
12 9 15

l      o         l
秋

谷
渡 近  関 大

本  辺 藤  根 塚

秋
谷

本
2

▼
同
準
決
勝

帥　剛２
（‐５‐５‐‐５９）

は　噺２
一‐５‐２‐５‐‐‐‐２‐５‐０一

順
当
に
決
勝

へ
勝
ち
進
ん
だ
も
の

の
、
徳
田

・
高
田
組
、
米
倉

・
植
野

組
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
難
関
が
待
ち

受
け
て
い
た
。

ま
ず

米
倉

・
植
野
組
が
、
湯
木
・

千
葉
組
に
ヒ
ヤ
リ
と
さ
せ
ら
れ
る

一

幕
。湯

木

・
千
葉
組
は
、
力
対
力
の
勝

負
を
極
端
に
避
け
、
ノ
ラ
リ
ク
ラ
リ

と
ク
リ
ア
ー
、
カ
ッ
ト
を
多
用
す
る

戦
法
に
出
た
。

若
い
米
倉

・
植
野
組
が
、
こ
れ
に

ま
と
も
に
応
し
た
た
め
、
攻
撃
は
空

▼
同
決
勝

訥　回２
（‐５‐５‐‐９６）０は　嚇

（徳
川
書
回
田
組
は
２
連
勝
）

久
し
振
り
に
伸
び
伸
び
と
し
た
プ
レ
ー
の
谷

・
秋
本

膨



｀
全英覇者

″の貫禄、
｀
若 さ

〃

バ ドミン トン界☆ 1979・

転
、
焦
る
体
に
リ
キ
み
ば
か
り
が
目

立
ち
、
足
が
バ
ッ
タ
リ
止
ま
っ
て
、

ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
ド

・
ス
ト
ロ
ー
ク
に

ミ
ス
が
続
発
し
た
。

第
１
ゲ
ー
ム
を
先
取
し
た
湯
木
組

は
、
ま
す
ま
す
余
裕
の
あ
る
軟
攻
を

繰
り
広
げ
、　
一
時
は
１３
‐
５
と
、
勝

負
あ
っ
た
か
に
見
え
た
。

し
か
し
、
さ
す
が
に
全
英
２
位
の

実
績
を
持
つ
米
倉
組
は
、
こ
こ
か
ら

腰
を
ジ
ッ
ク
リ
落
ち
着
け
、
猛
反
撃

を
展
開
、
軟
攻
を
早
目
に
切
り
返
し

て
強
打
に
次
ぐ
強
打
で
リ
ズ
ム
を
取

り
戻
し
た
。

リ
ズ
ム
を
取
り
戻
せ
ば
、
あ
と
は

追
う
者
の
強
味
、
湯
木
組
の
勝
ち
急

ぐ
几
ミ
ス
に
も
助
け
ら
れ
、
窮
地
を

脱
し
た
。

意
気
消
沈
し
た
湯
木
組
は
、
フ
ァ

ナ
ル
ゲ
ー
ム
の
中
盤
で
棄
権
と
い
う

あ
っ
け
な
い
幕
切
れ
、
米
倉
組
は
九

死
に

一
生
を
得
た

一
戦
だ
っ
た
。

谷
組
は
、
前
日
の
小
寺

。
原
田
組
、

大
塚

。
関
根
組
と
の
長
い
試
合
を
競

り
勝
っ
た
疲
れ
も
見
せ
ず
、
久
し
ぶ

り
に
本
来
の
コ
ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

披
露
し
て
く
れ
た
。

特
に
、
小
兵
の
秋
本
が
、
前
衛
で

先
手
を
と
る
冴
え
た
動
き
を
見
せ
、

谷
の
強
打
を
う
ま
く
誘
導
、
米
倉
組

を
上
回
る
攻
撃
を
繰
り
出
し
た
。

全
英
の
再
現
と
な
っ
た
決
勝
は
、

戦
う
ご
と
に
常
に
大
接
戦
を
演
じ
、

米
倉
組
の
２
勝
１
敗
で
迎
え
好
ゲ
ー

ム
が
期
待
さ
れ
た
が
米
倉
組
の
予
期

せ
ぬ
不
調
に
よ
り
、
思
わ
ぬ
几
戦
と

な
っ
た
。

安
定
し
た
レ
シ
ー
プ
カ
の
徳
田
組

に
、
早
い
切
り
返
し
と
強
打
で
対
抗

し
て
き
た
米
倉
組
だ
っ
た
が
、
今
大

会
決
勝
に
限
っ
て
は
、
ス
マ
ッ
シ
ュ

に
力
が
な
く
、
売
り
物
の

″若
さ
″

が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

徳
田
組
は
、
安
心
し
て
見
て
い
ら

れ
る
レ
シ
ー
プ
カ
に
、
決
勝
で
は
高

田
の
思
い
切
っ
た
突
っ
込
み
が
加
味

さ
れ
、
最
高
の
試
合
運
び
だ
っ
た
。

今
大
会
の
女
子
ダ
ブ
ル
ス
は
、
ベ

ス
ト
８
の
大
塚

・
関
根
組
を
は
じ
め

河
村

・
平
組
、
小
寺

・
原
田
組
、
沢

内

・
高
岸
組
と
い
っ
た
大
学
ペ
ア
が

熱
戦
を
展
開
、
上
位
陣
に
肉
迫
し
て

前
半
戦
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

全 日本総合選手権

田

Ｓ
■
警
「

ビ
　
ｒ



●混合複

栄冠、中井・千葉
追い込み不発

▼
混
合
ダ
ブ
ス
準
々
決
勝

中

井

千

葉

（カ
ワ
サ

キ
）

▼
同
準
決
勝

日
　
下

牛
　
田

（百
十
四

銀
行
）

西
　
野

飯
　
野

（
ヨ
不ヽ
ッ

ク
ス
）

村
　
一九

（中
央
ス
ポ

ー
ツ
会
館
）

松
　
田

（青
森
県

体
育
館
）

（‐５‐５‐‐７２）
谷
　
口

根
　
本

（ト
ヨ

タ
白
工
）

斉

藤

渡
　
辺

（カ
ワ

サ
キ
）

関（早
大

教
）

石
　
田

（ア
サ

ヒ
Ｂ
）

宮

崎

西

尾

（サ
ン

ト
リ
ー
）

15 5 15
1 1 1
9 15 6

15 15 12
1 1 1
8 13 15

15 15 15 15 4
1 1 1 1 1
7 8 11 10 15

0      1
松 村 牛 日

円 元 田 下

▼
千 中 同 千 中 飯 西

決
⌒ 葉 井 勝 葉 井 野 野
中  2  2  2

15 15 7
1 1 1
6  3 15窯E

檜飯西
墜野野

今
年

一
連
の
成
績
か
ら
、
日
下

・

牛
田
組
が
順
当
に
勝
ち
抜
く
か
と
思

わ
れ
た
が
、
斉
藤

・
渡
辺
組
に
粘
り

勝
っ
た
西
野

・
飯
野
組
が
、
驚
異
の

二
枚
腰
を
発
揮
、
リ
ズ
ム
に
乗
り
切

れ
ぬ
日
下
組
を
終
盤
で
と
ら
え
、
決

勝
進
出
を
呆
た
し
た
。

西
野

・
飯
野
組
は
、
決
め
手
の
な

さ
を
拾
い
ま
く
る
作
戦
で
カ
バ
ー
、

長
い
ラ
リ
ー
に
持
ち
込
ん
で
、
地
味

な
プ
レ
ー
な
が
ら
う
ま
く
相
手
ペ
ア

の
焦
り
を
誘
い
出
し
た
。

秋
山
、
小
島
と
と
も
に
、
中
大
の

黄
金
時
代

″三
羽
鳥
″
の
異
名
を
と

っ
た
西
野
の
、
老
檜

（か
い
）
さ
と

勝
負
を
捨
て
な
い
し
ぶ
と
さ
が
勝
因

レｃ
い
えヽ
卜
で
つ
。

昨
年
優
勝
の
日
下

・
牛
田
組
は
、

持
ち
味
で
あ
っ
た

″
こ
こ
一
番
″
の

集
中
力
が
見
ら
れ
ず
、
牛
田
の
前
衛

で
の
ス
ト
ッ
プ
が
、　
い
つ
に
な
く
消

極
的
で
あ
っ
た
の
と
、
日
下
の
ス
マ

ッ
シ
ュ
に
も
い
ま

一
つ
鋭
い
角
度
が

見
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
こ
れ
も
初
の
決
勝
進
出
を

果
た
し
た
中
井

。
千
葉
組
は
、
２
回

戦
の
鎌
田

・
石
田
組

（三
菱
重
工
）

に
苦
戦

（１５
‐
‐２
、

‐８
‐
‐４
）
は
じ

た
が
、
尻
上
が
り
に
調
子
を
整
え
、

そ
の
ピ
ー
ク
を
決
勝
で
迎
え
る
と
い

笑顔が初い初いしい中井 。千葉組

西野・飯野 も大健闘

ギ
観



西野・飯野、
息もビッタリ初

う
理
想
的
な
パ
タ
ー
ン
。

試
合
を
重
ね
る
た
び
に
、
千
葉
の

前
衛
と
中
井
の
後
衛
の
型
を
維
持
す

る
機
会
が
多
く
な
り
、
ミ
ッ
ク
ス
と

し
て
の
急
成
長
ぶ
り
を
見
せ
た
。

決
勝
は
、
若
さ
対
老
練
さ
の
興
味

深
い
一
戦
と
な
っ
た
が
、
若
い
中
井

・
千
葉
組
に
固
さ
が
感
じ
ら
れ
ず
、

か
え
っ
て
ベ
テ
ラ
ン
の
西
野

・
飯
野

組
に
気
負
い
が
見
え
、
前
半
に
し
て

勝
敗
が
決
し
た
格
好
だ
っ
た
。

息
の
合
っ
た
配
球
で
、
西
野
組
を

片
コ
ー
ト
に
釘
づ
け
に
し
て
、
中
井

の
強
打
が
爆
発
、
千
葉
も
要
所
要
所

に
巧
み
な
ネ

ッ
ト
プ
レ
ー
を
折
り
込

み
、
第
１
ゲ
ー
ム
は
ワ
ン
サ
イ
ド
。

第
２
ゲ
ー
ム
中
盤
、
よ
う
や
く
西

野
組
も
得
意
の
粘
り
を
発
揮
し
た
が
、

最
後
は
や
は
り

〃若
さ
″
に
押
し
切

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

中
井

・
千
葉
組
に
次
い
で
活
躍
し

た
新
鋭
コ
ン
ピ
は
、
村
元
・松
田
組
。

松
田
の
あ
く
ま
で
も
強
気
な
勝
負

度
胸
と
、
村
元
の
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
ぶ

り
は
魅
力
十
分
、
宮
崎

。
西
尾
組
の

ハ
ッ
ス
ル
・
プ
レ
ー
と
と
も
に
、
次

回
へ
期
待
を
抱
か
せ
た
。

ベ
テ
ラ
ン
勢
も
、
ま
だ
ま
だ
元
気

な
と
こ
ろ
を
見
せ
、
関

・
石
田
組
が

安
定
し
た
コ
ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
、

杉
田
夫
妻
が
華
麗
な
レ
シ
ー
プ
を
と

依
然
健
在
ぶ
り
を
示
し
、
し
ば
ら
く

は
若
手
の
大
き
な
関
門
と
な
る
だ
ろ

な
お
、
杉
田
夫
妻
は
、
長
年
の
実

績
を
買
わ
れ
て
、
大
会
期
間
中
Ｎ
Ｈ

Ｋ
Ｔ
Ｖ
に
出
演
、　
Ｆ
一
ュ
ー
ス
セ
ン

タ
１
９
時
」
で
そ
の
横
顔
が
全
国
に

紹
介
さ
れ
た
。

夫
妻
は
、
洗
練
さ
れ
た
テ
ク
ニ
ッ

ク
は
も
と
よ
り
、
折
日
正
し
い
コ
ー

ト
マ
ナ
ー
に
定
評
あ
る
が
、
番
組
の

中
で
も

「体
の
続
く
限
り
、
現
役
と

し
て
プ
レ
ー
を
し
た
い
」
と
異
口
同

音
に
語
っ
て
、
超
人
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
感
じ
さ
せ
た
。

来年が楽 しみな村 元 。松 田

日下・牛田はいま一つ元気 がな く…
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あ
く
ま
で
も

京
浜
東
北
線

。
大
森
駅
か
ら
商
店
街
を
通
り
抜
け

徒
歩
で
約
１０
分
。
住
宅
地
に
さ
し
か
か
る
辺
り
に
、

Ｆ
・
Ｂ
。Ｃ
の
本
拠
地
、
大
田
区
婦
人
会
館
が
あ
る
。

時
に
は
西
体
育
館

へ
と
、
道
場
を
移
す

こ
と
も
あ

る
が
、
と
に
か
く
居
心
地
の
良

い

″
わ
が
家
″
の
延

長
で
あ
る
。

毎
週
土
曜
日
、
午
後
１
時
ご
ろ
か
ら
三
々
五
々
集

ま
っ
た
マ
マ
さ
ん
が
、
思

い
思

い
に
シ
ャ
ト
ル
に
親

し
む
こ
と
３０
分
。
ほ
ぼ
全
員
が
出
揃
う
と
、
早
速
り

―
ダ
ー
の
指
示
で
準
備
体
操
が
始
ま
る
。

マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
は
い
え
ど
も
、
い
や

マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
だ
か
ら
こ
そ
、
準
備
運
動

は
入
念
に
、
入
念
に
行
な
わ
れ
る
。
家
庭
の
主
婦
が

怪
我
で
も
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
大
変
。
柔
軟
、
腹
筋
、

背
筋
は
勿
論
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
持

っ
て
の
素
振
り
、
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
な
か
な
か
豊
富
。

十
分
に
体
が
暖
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
、
い
よ
い
よ
基
本

練
習
に
は
い
る
。

正
式
に
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
か
ら
、
す
で
に
２
年

大
田
区
Ｆ

・
Ｂ

・
Ｃ

婦
人

・
美
人

・
ク
ラ
ブ
な
の
で
～
す

体
の
柔
軟
さ
は
十
代
な
み

（？
）

の
歳
月
が
経
ち
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
醍
醐
味
を
よ
う

や
く
体
が
理
解
し
始
め
る
頃
で
も
あ
り
、
単
調
な
基

本
練
習
に
も
熱
が
こ
も

っ
て
、
あ

っ
と
い
う
間
に
３０

分
が
経
過
す
る
。

ク
ラ
ブ
に
専
任
の
コ
ー
チ
が
い
な
い
こ
と
が
、
か

え

っ
て
自
主
性
と
、
よ
そ
の
ク
ラ
ブ
に
は
負
け
ら
れ

な

い
と
い
う
、
良

い
意
味
で
の
意
欲
を
産
み
出
し
、

区
の
タ
イ
ト
ル
は
ほ
と
ん
ど
掌
中
に
収
め
る
よ
う
に

な

っ
た
。

ゲ
ー
ム
練
習
の
前
に
汗
を
タ

ッ
プ
リ
か
く
の
も
、

基
本
練
習
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
を
、
も
う
全
員

が
知

っ
て
い
る
証
拠
。

ゲ
ー
ム
練
習
は
、
技
術
向
上
の
場
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な

い
が
、　
マ
マ
さ
ん
に
と
っ
て
は
数
少

な

い
社
交
の
場
で
も
あ
る
。

日
頃
、
無
口
な
人
が
活
発
に
走
り
回
る
姿
や
、　
一

本
ミ
ス
を
す
る
た
び
に

「
キ
ャ
ー
」
と
嬌
声
を
挙
げ

る
中
に
、
井
戸
端
会
議
だ
け
で
は
と
て
も
見
る
こ
と

の
で
き
な
い

一
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し

16
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歩 ク  ド な を  さ
悩 し ハ ま ミ 運 通 一 と
み て ン だ ン 動 し 週 社
と い ド ま 卜 と て 間 会
い る が だ ン ｀

会 の 勉
え こ |・

｀
を こ 話 ご 強

ば と 分 ス や の す 無 の｀
は と マ め 楽 る 沙 同

や 確 は ツ ら し
゛

汰 居
は 実 い シ れ い 美 を す
り で え ユ な 会 容

｀
る

体 も な が い 話 と シ rt

育 あ い 弱
Lの

健 ヤ 重
館 る ま か 所 ひ 康 卜 な°

し で つ 以 と の ル 時
⌒ も た で と た の 間
? ｀

り あ き め や なV日  ｀
る が の り の

:進 バ °
¬適 と だ°

月 ツ  バ 度 り °

な 浸 最 |も
つ 透 近 ・ の 区
て し は ラ の の
き た マ イ

｀
施

た お マ ン ど 設°
か さ か の に
げ ん ら 体 は
で バ 15育 比｀ レ セ 倉官 卓交
′思 | ン も 白勺
う 三 チ ｀

恵
よ :で バ ま
う 等 壁 ツ れ

■

し
か
し
、
こ
れ
も
贅
沢
と
い
え
ば
贅
沢
す
ぎ
る
悩

み
か
。

そ
れ
よ
り
今
で
は

「
ま
ず
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
面
白

さ
を
教
え
込
み
、
ク
ラ
ブ
が
で
き
た
ら
そ
の
先
は
当

人
任
せ
。
あ
ま
り
面
倒
を
見
な

い
こ
と
に
し
て
い
る
」

と
い
う
区
の
荒
療
治
に
耐
え
、
積
極
的
に

一
流
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
出
場
す
る
大
会
に
顔
を
出
す
な
ど
、
向
上

心
も
芽
生
え
て
き
た
。

日
さ
が
な

い
人
達
は
、
Ｆ

・
Ｂ
・
Ｃ
を

「婦
人

・

プ
ス

・
ク
ラ
ブ
」
な
ど
と
失
礼
な
こ
と
を
…
…
し
か

し
実
態
は
、
「
婦
人

・
美
人

・
ク
ラ
ブ
」
そ
の
も

の

な
の
で
あ
り
ま
す
。

F・ BoCに いつわりなし

コーチはいないが意欲満々

lア
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一
着
る
も
ょ
Ｌ

持
つ
も
よ
し

こ
ち
ら
ヨ
不
ツ
ク
ス
感
覚
。

機能をつきつめたものは美しい。ヨネックスはこの考えを

基にして、たくさんのスポーツウエアをおとどけしてい

ます。白を基調に、ヨネックスのシンボルカラーである

ブルー&グ リーンをアクセントにしたもの、そのほかシャ

レた色づかいのものなど、種類もサイズも豊富です。年

齢や性別をこえ、国境をこえて、トッププレイヤー達の

身をつつんでいます。またスポーツバッグにしても、細

かい親切設計でデザインされています。同じ型でありな

がら一週間用、4～ 5日 用、 |～ 2日 用など大。中。小と

そろえたり、多目的に使えるものもあったりで、選ぷ楽

しさじゅうぶん。色は白が中心ですが、濃緑、濃紺、茶

などいろいろあります。さて、スポーツシューズもヨネッ

クスの自慢。靴底が機育ヒ的な設計ですから、フットワーク

が生きてきます。スポーッをサイエンスの日でとらえ、そ

.し て美しい形を仕上げる芸当。これぞヨネックス感覚で丸

Ｆ
」
」

ま
Ｕ



世界初の1ロロ%
グラフイ トシヤフト
画期的なものを生むためには冒険が必要です。B-82・ B80
もこの例にもれません。グラ77イ ト77イバー繊維は異方性

にとむ性質で、配列 しか でヽま性能が大きく変わります。

カワサキはこの難問を独特のクロス加工で解消。方向の異な

るグラ77イ ト繊維を4層に重ね合わせ、素材のもつ特性を

最大限に引き出しました。これこそ世界が待ち望ん0ヽた理

想のラケソト。スチーノ″ イヾプにカーボンをまきつけただけとい

うラケットとは威力が違います。この完成度の高さはカワサキ

なら●まのもの。

m旧錮Ⅱ
河崎ラケットエ業株式会社

B‐80
グラファイトシャフト ウッドフレーム 黒(ケース付)

フレーム価格7′ 700円 ガット張り上り価格8,400円

』」
い
い
¨
「
中
一一

・
一
」
一
一
一】
い
¨
】
」
中
・ヽ・”
・

T
Ё許レ:勁肩
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ステンレスとカーボンファイ

バーを技術の力でみごとに一

体化。それがカールトンCSS ■1

です。ハガネの強靭さとウッ

ドの弾力性を備え,シ ヤ トル

の伸びと抜群の コン トロール

を約束 します。アンチ・パワー派

に,そ してスインガー派に。

期待に応えて登場した世界の名

品です。

中

化

ト

ラケットの極限を追求した(カーボニツク・Σ)

は,ウ ッドフレームとカーボンファイバーの一

体化により,高度の反撥力と耐久性を生みだ

しました。さらに,カーボンフレームとカー

●CARLTON3.7X¥8,500 0CARLTON4.0¥6,500 0CARL丁 ON4.5¥5,500

0CARBON:C BLACK¥6,000(オ ール, ヘッドカバー付 )

, 
も

=ミ‐■ヒ_れ

Liem Swie King

1978年度全英選手権

男子シングル優勝

ＦＩ
‐＝
■
■
議
減
Ｅ

msl7c lFBLry?-4***tl, rf,lr+nnErItfEs-6-4 rEL.(03)833-366r$



バ ドミン トン界☆ 1979・ |

エ
ツ
コ
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ラ
イ
フ

二
十

一
歳
の
暑
い
夏

の
ま

っ
さ
か
り
に
退
院
し
た

私
は
、
そ
の
後
も
び
っ
こ
を
ひ
き
な
が
ら
金
沢

へ
通

い
、
午
前
中
は
治
療
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
。
午
後
は
県
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
片
桐
先
生
や
河
合
先
生

の
指
導
で
、
体
力
回
復
と
ひ
ざ
強
化
の
た
め
の
ト
レ

ー

ニ
ン
グ
に
汗
を
流
す
日
課
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
普
通
に
歩
く
こ
と
さ
え
で
き
ず
、
こ
れ

以
上
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ん
か
さ
せ
ら
れ
な

い
と
思

っ

た
両
親
は
、
む
り
や
り
私
に
お
見
合

い
を
さ
せ
た
の

で
す
。
そ
れ
を
断
わ
る
と
、ま
す
ま
す
心
を
固
く
し
、

と
う
と
う
東
京

へ
は
絶
対
に
行
か
せ
る
わ
け
に
は
ゆ

か
な

い
と
ま
で
言
わ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

左
右
の
足
の
力
が
極
端
に
違
う
事
実
は
、
そ
の
ま

ま
私
の
心
の
バ
ラ
ン
ス
ま
で
失
わ
せ
た
よ
う
で
す
。

ま
だ
う
す
暗
い
朝
の
浜
辺
を
放
心
し
た
よ
う
に
歩

い

た
り
、
昔
の
級
友
と
飲
め
も
し
な

い
お
酒
を
飲
ん
で

み
た
り
、
ま
た
、
突
然
ム
ラ
ム
ラ
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ヘ
の
執
着
が
わ
い
て
き
て
、
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
た
り
…
…
。

ケ
ガ
を
克
服
し
、

こ
ん
な
、
身
体
が
よ
く
な
る
こ
と
と
は
ほ
ど
遠

い

こ
と
ば
か
り
繰
り
返
し
、
自
分
で
ど
う
し
た
ら
よ

い

の
か
わ
か
ら
な

い
不
安
定
な
毎
日
だ
っ
た
の
で
す
。

た
と
え
上
京
し
て
も
、
選
手
と
し
て
や

っ
て
い
け

る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な

い
。
会
社
も
、
パ
ー
ト
ナ

ー
の
相
沢
さ
ん
も
、
も
う
私
の
こ
と
な
ん
か
必
要
と

し
て
い
な

い
か
も
知
れ
な

い
と
も
思

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
つ
い
つ
と
き

い
つ
も
私
の

ク
誰
に
も

負
け
た
く
な

い
″
気
性
が
出
て
く
る
の
で
す
。
逆
に

そ
う
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
も
う

一
度

挑
戦
し
て
み
た
い
、
と
い
う

一
念
が
す

べ
て
を
支
え

た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
く
ず
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な

る
私
を
、

い
つ
も
つ
つ
い
て
励
ま
し
て
く
れ
た
竹
内

ヒ
ロ
子
先
生
が
い
な
か
っ
た
ら
、
き

っ
と
そ
の
ま
ま

郷
里
に
残

っ
た
で
し
ょ
う
。

毎
日
の
説
得
と
ね
ば
り
で
、
と
う
と
う
両
親
も
折

れ
て
く
れ
、
十

一
月
の
初
旬
、
み
ぞ
れ
の
降
り
し
き

る
中
を
、
東
京
め
ざ
し
て
汽
車
に
乗

っ
た
日
は
、
忘

栂 野尾 悦子

全
英
ダ
ブ
ル
ス
初
優
勝

れ
よ
う
に
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

上
京
し
て

一
ヵ
月
も
し
な

い
う
ち
に
全
日
本
選
手

権
が
待

っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
私
の
ひ
ざ
と

い
っ
た
ら
、　
一
日
練
習
す
る
と
、
す

っ
か
り
疲
れ
き

っ
て
こ
わ
ば

っ
て
し
ま

い
。
カ
バ
ー
す
る
右
足
や
上

体
ま
で
が
ぐ

っ
た
り
し
て
、
二
、
三
日
休
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
ほ
ど
で
し
た
。
そ
う
、
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ワ

ー
の
電
車
の
中
で
体
を
支
え
る
足
に
踏
ん
ば
る
力
が

な
く
、
た
っ
た
１０
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
所
か
ら
飛
び
お

り
る
こ
と
さ
え
、
ガ
ク

ッ
と
い
き
そ
う
で
こ
わ
い
状

態
だ

っ
た
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
が
、
本
当
の
闘

い
だ

と
覚
悟
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
日
本
選
手
権
は
、
決
勝
で
高
木
（現
中
山
夫
人
）

。
湯
木
組
に
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

迫
力
の
な

い
ダ
ブ
ル
ス
は
、
中
途
半
端
な
攻
め
と
守

り
で
終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

全
英
選
手
権
ま
で
三
ヵ
月
．́
全
日
本
が
終
わ
っ
て



東
京

へ
帰

っ
て
か
ら

へ
つ
ぴ
り
腰
の
初
練
習

か
ら
三
ヵ
月
に
、
す
べ
て
を
賭
け
る
決
心
を
し
た
の

で
す
。

会
社
の
寮
の
近
く
に
荒
川
の
土
手
が
あ
り
、
絶
好

の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
場
所
で
し
た
。
毎
朝
、
白

い
忠
を

吐
き
な
が
ら
、
相
沢
さ
ん
と
走
り
に
行
き
ま
す
Ｇ
斜

め
に
な

っ
て
い
る
土
手
を
そ
の
ま
ま
走

っ
た
り
、
ジ

グ
ザ
グ
に
ダ

ッ
シ
ュ
し
た
り
、
鉄
ア
レ
イ
や
ボ
ー
ル

を
使

っ
て
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
た
の
で
す
。
夜
は
電

電
体
育
館

へ
行
き
、
鈴
木
健
二
さ
ん
や
池
田
信
孝
さ

ん
か
ら
も
よ
く
相
手
し
て
も
ら

っ
た
の
で
す
。
疲
れ

き

っ
て
帰
る
ひ
ざ
を
、
待

っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に

東
京
で
親
代
わ
り
の
よ
う
に
な

っ
て
い
て
く
れ
た
竹

内
先
生
が
、
何
時
間
で
も

マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
く
れ
る

の
で
す
。
痛
み
を
通
り
こ
し
て
、
無
感
覚
に
な

っ
て

い
る
ひ
ざ
を
こ
ぶ
し
で
た
た
き
な
が
ら
、
「
ひ
ざ
か
ら

下
を
ち
ぎ

っ
て
し
ま

い
た
い
、
誰
か
丈
夫
な
足
と
取

り
代
え
て
ほ
し

い
」
と
泣
き
な
が
ら
竹
内
先
生
に
訴

え
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
ヵ
月
後
、
私
達
は
、
全
英
選
手
権
最

終
日
、
決
勝
の
コ
ー
ト
に
立

っ
て
い
た
の
で
す
。
相

手
は
ギ
ル
ク
ス

・
ベ
ッ
ク

（現
、　
ロ
ッ
ク
ウ

ッ
ド
夫

人
）
組
で
す
。
ギ
ル
ク
ス
が
前
衛
の
時
は
、
長

い
リ

ー
チ
の
え
じ
き
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
ベ
ッ
ク
を
後
ろ
で

振
る
作
戦
で

一
球
ご
と
に

一
心
を
こ
め
て
打
ち
続
け

た
の
で
す
。

そ
し
て
勝

っ
た
瞬
間
、
二
人
と
も
両
手
を
上
げ
、

大
声
で
泣
き
な
が
ら
抱
き
合

っ
た
の
で
す
。
新
潟

ヘ

行

っ
て
か
ら
、
二
人
の
最
も
大
き
な
夢
、
日
標
だ
っ

た
全
英
選
手
権
ダ
ブ

ル
ス
を
、
こ
の
両
手
で
し

っ
か

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
決
勝
ま
で

進
ん
だ
も
の
の
、
完
敗
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り
と
勝
ち
取

っ
た
の
で
す
。

い
つ
ま
で
も
涙
が
止
ま

ら
ず
、
控
室
ま
で
の
長

い
廊
下
を
ワ
ー
ワ
ー
泣
き
な

が
ら
一肩
を
抱
き
合

っ
て
歩

い
た
こ
と
が
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
熱
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
日

以
来
、
い
つ
も
つ
け
て
い
た
ひ
ざ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を

三
度
と
つ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
、
静
か
に
思

い
起

こ
し
ま
す
。
あ
の
ひ
ざ
の
ケ

大
き
な
お
し
お
き

で
あ

い
、
全
英

の
シ
ン
グ

ル

て
、
な
ま

い
き

に
な

っ

有
頂
点

に
な

っ
て
、
ご

を ゾ て つ た た つ が
思 ツ い た だ か た は
い と た り ろ ら 一

｀

出 し の
｀

う と 回 私
す ま で 自 か い ぐ ヘ
の す は 分

° つ ら の

し た

つ

づ

く

ン́
た
と
。

ス
で
優

勝

て

い
な

か

実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
″

人
に
感
謝
す
る
心
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

に
い
け
ば
い
く
ほ
ど
謙
虚
で
あ
れ
。
バ
ド
ミ
ン
ト

だ
け
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
女
性
と
し
て
も
足

世
界

一
に
な
る
た
め
に
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
も

人
間
的
に
も
世
界

一
を
め
ざ
せ
″

ギルクス・ベック組 と決勝で対戦 した私たち

涙がとまらなかった全英選手権ダブルス初優勝
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Starting Badminton
by Judy Hashman and C.M.Jones
Japanese language serial rights arranged
with Ward Lock Ltd., London
through futt,e-Mori Agency, lnc., Tokyo.
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後 藤 忠弘 訳 、栂 野尾 昌-0悦子 協 力

用具 につ いて
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ウ
ェ
ア
を
選
ぶ

に
当
た
っ
て
、
基
本
的
に
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
四
つ
ば
か
り

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

①
活
動
し
や
す
く
、
機
能
的
な
も

の
で
あ
る
こ
と

②
ス
ポ
ー
ツ
・
ウ
ェ
ア
ら
し
く
、

し
か
も
自
分
に
似
合
う
も
の
を
選
ぶ

こ
と
。
自
分
に
ぴ
っ
た
り
し
た
も
の

を
身
に
つ
け
て
い
る
と
、
そ
れ
が
プ

レ
ー
で
の
自
信
に
つ
な
が
る
。
自
信

は
成
功
の
も
と
で
あ
る
。

③
暑
さ
、
寒
さ
か
ら
体
を
保
護
し
、

汗
を
よ
く
吸
い
取
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。
こ
の
よ
う
な
ウ
ェ
ア
は
、
不
必

要
な
筋
肉
の
痛
み
や
緊
張
を
ひ
き
起

こ
さ
ず
に
す
む
。

④
規
則
に
の
っ
と
ぃ
せ
♂

色
の
も

の
を
着
る
こ
と
。
た
だ
し
、
い
わ
ゆ

る
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ

・
ス
ー
ツ
に
類

す
る
も
の
は
、
そ
の
限
り
で
な
い
。

楽
な
動
き
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

本
来
は
運
動
能
カ
ー
ー
敏
し
ょ
う
性

の
問
題
で
す
が
、
機
能
的
に
す
ぐ
れ

た
ウ
ェ
ア
は
、
動
き
や
す
さ
を
さ
ら

に
助
け
て
く
れ
ま
す
。

た
い
て
い
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
練

習
着
は
古
い
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す

ね
。
し
か
し
、
洗
っ
て
縮
み
す
ぎ
た

た
め
に
、
き
つ
く
な
っ
た
と
か
、
あ

ち
こ
ち
、
ほ
こ
ろ
び
を
縫
っ
た
た
め

に
肌
ざ
わ
り
が
悪
く
な
っ
た
、
と
か

い
う
よ
う
な
も
の
は
、
自
然
な
動
き

を
妨
げ
る
も
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
気
が
つ
か
ぬ
間
に
、
ス
ト

ロ
ー
ク
や
動
き
の
上
達
が
そ
こ
な
わ

れ
、
し
か
も
、
い
っ
た
ん
、
そ
う
や

っ
て
身
に
つ
い
た
悪
い
ク
セ
は
、
な

か
な
か
直
り
ま
せ
ん
。
ロ
ー
マ
は

一

日
に
し
て
成
ら
ず
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

は
練
習
コ
ー
ト
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と

を
お
忘
れ
な
く
。

す
り
減
っ
た
靴
、
短
か
く
な
り
す

ぎ
た
シ
ャ
ツ
や
下
着
、
き
つ
く
な
っ

た
り
、
穴
が
空
い
た
り
、
つ
く
ろ
い

の
跡
ば
か
り
の
靴
下
、
何
べ
ん
も
洗

っ
た
た
め
に
、
伸
び
て
板
み
た
い
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
反
対
に
縮
み

す
ぎ
て
し
ま
っ
た
セ
ー
タ
ー
。
こ
ん

な
も
の
を
身
に
つ
け
て
い
て
は
、
本

当
の
意
味
で
の
い
い
練
習
が
出
来
ま

せ
ん
。″完

全
な
練
習
″
が
試
合
で
の
勝

利
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
ま
だ
、
使

え
る
だ
ろ
う
、
と
い
つ
時
は
、
思
い

切
っ
て
捨
て
な
さ
い
。　
一
文
惜
し
み

の
大
金
失
い
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

〈
郎
拙
〉

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
靴
は
、
四
六
時

中
、
ど
ん
、
ど
ん
、
と
フ
ロ
ア
に
た

た
き
つ
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
足
に
ぴ

っ
た
り
し
て
、
し
か
も
、
靴
底
の
ク

ッ
シ
ョ
ン
の
い
い
こ
と
、
こ
の
二
占
¨

が
、
と
り
わ
け
大
切
で
す
。

ま
た
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
真

っ
す
ぐ
動
く
と
い
う
こ
と
は
珍
し
く

大
き
く

一
歩
踏
み
出
す
、
止
る
、
体

勢
を
立
て
直
す
、
回
る
、
な
ど
の
複

雑
な
動
き
が
、
切
れ
目
な
く
続
く
の

が
普
通
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
靴

底
が
滑
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

靴
の
重
さ
も
、
そ
の
人
の
好
み
に

よ
り
ま
す
が
、
体
重
も
、
身
に
つ
け

て
い
る
も
の
も
、
軽
け
れ
ば
軽
い
ほ

ど
、
す
ば
や
く
動
く
こ
と
が
出
来
、

身
軽
に
す
ば
や
く
動
く
こ
と
が
出
来

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
、
あ
ら
ゆ
る
シ
ョ

ッ
ト
に
有
利
で
あ
る
、
と
い
う
事
実

だ
け
は
、
留
意
し
て
お
い
た
方
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

靴
先
に
は
力
が
か
か
る
し
、
し
か

も
、
引
き
ず
る
た
め
に
よ
り
減
り
ま

す
。
靴
先
を
補
強
し
て
あ
る
靴
を
選

び
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
靴
は
、
そ
う

な
っ
て
い
ま
す
し
、
特
に
、
親
指
の

外
側
部
分
に
は
、
念
を
入
れ
て
作
っ

て
あ
る
も
の
で
す
。

は
き
や
す
さ
、
う
ん
ぬ
ん
は
、
靴

下
の
場
合
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

事
情
が
許
す
限
り
、
靴
下
は
多
く
買

っ
て
お
き
、
こ
ま
め
に
洗
濯
し
て
、

は
き
か
え
ま
し
ょ
う
。　
一
晩
に
続
け

て
何
試
合
も
す
る
場
合
は
と
も
か
く
、

で
き
れ
ば
、　
一
試
合
ご
と
に
替
え
る

の
が
理
想
で
す
。

26
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靴
下
を
は
く
前
に
、
タ
ル
カ
ム
・

パ
ウ
ダ
ー
な
ど
を
ふ
っ
て
お
く
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
つ
し
て
お

く
と
、
汗
で
足
が
む
れ
る
の
が
防
が

れ
ま
す
し
、
水
虫
の
予
防
に
も
役
立

ち
ま
す
ね
。

靴
や
靴
下
に
関
連
し
て
、
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
は
、
打
身
や
靴
ず
れ
、

マ
メ
な
ど
か
ら
足
を
守
る
と
い
う
点

で
す
。
ウ
オ
の
目
や
マ
メ
は
、
足
に

合
わ
な
い
た
め
に
で
き
る
の
で
す
。

買
い
に
行
く
場
合
は
、
以
上
の
諸

点
を
よ
く
頭
に
入
れ
、
品
数
の
た
く

さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
る
店
を
訪
れ
る
よ

う
に
し
ま
す
。
大
き
い
お
店
に
な
ら
、

必
ず
や
、
皆
さ
ん
に
び
っ
た
り
、
と

い
う
も
の
が
あ
る
は
ず
で
す
。

財
布
が
許
せ
ば
、　
一
度
に
二
足
、

同
じ
も
の
を
買
う
の
が
良
策
で
す
。

一
方
が
足
に
ぴ
っ
た
り
な
ら
、
も
う

一
方
も
、
そ
う
に
決
ま
っ
て
い
ま
す

ね
。
試
合
ご
と
に
は
き
替
え
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
長
持
ち
し
ま
す
。

靴
下
は
、
防
縮
加
工
を
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
注
意
し
ま
す
。
ウ
ー
ル

製
品
は
化
繊
よ
り
縮
み
が
激
し
い
の

で
す
が
、
化
繊
製
品
は
吸
湿
性
に
乏

し
い
弱
点
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
混
紡
も
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

①
Ｏ

私
た
ち
が
お
す
す
め
し
た
い
の
は

ス
カ
ー
ト
、
ま
た
は
シ
ョ
ー
ト
パ
ン

ツ
と
シ
ャ
ツ
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
色
は
自
で
す
。
ど
の
よ
う

に
体
を
動
か
し
た
場
合
で
も
、
運
動

の
邪
魔
に
な
ら
な
い
も
の
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で

は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
よ
り
も
、
片
足
を

大
き
く
踏
み
出
し
た
り
、
体
を
大
き

く
伸
ば
し
た
り
す
る
動
作
が
、
最
も

ひ
ん
ぱ
ん
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
、
忘

れ
な
い
で
下
さ
い
。

十
代
の
成
長
ざ
か
り
の
女
の
子
の

場
合
に
は
、
体
が
少
し
ぐ
ら
い
大
き

く
な
っ
て
も
着
ら
れ
る
よ
う
に
、
ウ

エ
ス
ト

・
ラ
イ
ン
の
伸
び
る
プ
リ
ー

ツ
・
ス
カ
ー
ト
を
選
ぶ
と
よ
い
で
し

男
の
子
も
、
買
っ
た
も
の
を
、
ほ

と
ん
ど
着
な
い
う
ち
に
、
体
が
大
き

く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
親
ご
さ
ん
は
、
こ
つ
し

た
点
を
よ
く
考
え
て
、
ウ
ェ
ア
を
選

ん
で
あ
げ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
の
ス
ソ
ぐ
り
に
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
、
両

脇
に
切
れ
込
み
の
つ
い
た
も
の
が
便

利
で
す
。

セ

ー

タ

ー

セ
ー
タ
ー
も
白
色
の
を
選
ぶ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
規
則
う
ん
ぬ
ん
は

別
に
し
て
も
、
白
は
や
は
り
品
が
よ

い
し
、
き
り
っ
と
し
た
服
装
は
自
信

へ
も
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
ゆ
っ
た

り
着
ら
れ
る
も
の
が
望
ま
し
い
わ
け

で
す
が
、
半
面
、
大
き
す
ぎ
て
、
だ

ら
し
な
く
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
試
合

の
前
後
に
、
体
を
暖
め
て
お
く
の
が

着
用
の
目
的
だ
、
と
い
う
点
も
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
室
内
競
技
で
す

か
ら
、
風
の
影
響
に
留
意
す
る
プ
レ

ー
ヤ
ー
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
し

ょ
う
。
け
れ
ど
も
、
全
英
選
手
権
の

会
場
、
ウ
ェ
ン
ブ
レ
ー
の
エ
ン
パ
イ

ア

・
プ
ー
ル
で
は
、
コ
ー
ト
に
よ
っ

て
は
、
実
際
に
影
響
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

外
気
が
直
接
、
吹
き
つ
け
る
の
で

は
な
い
の
で
す
が
、
す
き
ま
風
が
強

い
空
気
の
流
れ
を
つ
く
り
、
セ
ー
タ

ー
を
持
っ
て
き
て
い
な
い
人
は
、
試

合
の
後
で
、
筋
肉
を
冷
し
て
し
ま
い

ま
す
。

試
合
や
練
習
が
ひ
と
区
切
り
つ
く

ご
と
に
、
必
ず
セ
ー
タ
ー
を
羽
織
る

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
つ
。
風
を
防
ぎ
、

汗
を
吸
い
と
る
た
め
に
、
セ
ー
タ
ー

を
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
い
機
会

に
シ
ャ
ワ
ー
か
風
呂
を
あ
び
て
、
乾

い
た
着
物
に
着
替
え
ま
し
ょ
う
。
大

会
で
、
ま
た
試
合
が
残
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
シ
ャ
ワ
ー
は
あ
び
る
の
を

や
め
る
か
、
あ
び
て
も
、
さ
っ
と
汗

を
流
す
だ
け
に
と
ど
め
る
の
が
賢
明

で
す
。
で
も
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で

も
、
靴
下
や
下
着
を
含
め
て
、
こ
ま

め
に
着
替
え
を
し
、
体
を
濡
れ
た
ま

ま
に
し
て
お
か
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。下

着
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー

男
女
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
下
着
類

は
吸
湿
性
の
よ
い
木
綿
も
の
に
す
べ

き
で
す
。
女
子
の
下
着
は
、
ぴ
っ
た

り
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
絶
え
ず

人
目
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考

え
、
着
衣
全
体
の
清
潔
な
調
和
を
保

つ
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

長
髪
も
、
み
に
く
い
感
じ
を
与
え

か
ね
ま
せ
ん
か
ら
、
ヘ
ア
バ
ン
ド
や

ピ
ン
ど
め
、
リ
ポ
ン
等
で
、
き
ち
ん

と
ま
と
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。
し
か

し
、
長
髪
が
い
か
に
プ
レ
ー
の
邪
魔

に
な
る
か
は
、
ち
ょ
っ
と
真
面
目
に

プ
レ
ー
を
し
た
こ
と
の
あ
る
人
な
ら

ば
、
お
わ
か
り
の
は
ず
で
す
ね
。

ラ
ケ
ッ
ト

ラ
ケ
ッ
ト
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で

一

番
大
事
な
用
具
で
す
。
買
う
時
に
は

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

正
し
い
、
力
強
い
ス
ト
ロ
ー
ク
は

打
球
の
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
と
、
ラ
ケ

ッ
ト

・
ヘ
ッ
ド
の
ス
ピ
ー
ド
い
か
ん

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
ラ
ケ
ッ
ト
は
、
重
さ
に
関
し
て

は
、
そ
ん
な
に
差
が
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
そ
れ
に
神
経
質
に
な
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
、
ま
ず

何
本
か
を
振
っ
て
み
て
、
感
じ
を
つ

か
む
こ
と
が
大
事
で
す
。

手
首
を
自
由
に
動
か
せ
る
こ
と
が

重
要
な
の
で
、
フ
ル
ス
イ
ン
グ
し
な

が
ら
、
想
像
上
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
時

点
で
、
強
く
手
首
を
折
り
曲
げ
て
ご

ら
ん
な
さ
い
。

グ
リ
ッ
プ
の
い
か
ん
も
、
手
首
の

動
き
を
左
右
し
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

子
供
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
さ
せ

る
時
、
大
人
の
使
い
ふ
る
し
の
ラ
ケ

ッ
ト
を
与
え
る
の
は
間
違
い
で
す
。

大
人
の
ラ
ケ
ッ
ト
で
は
グ
リ
ッ
プ
が

大
き
す
ぎ
、
親
指
と
人
差
し
指
で
し

っ
か
り
と
握
れ
な
い
た
め
、
肝
心
の

時
に
ラ
ケ
ッ
ト
ヘ
ッ
ド
が
量
品
の
ス

ピ
ー
ド
を
出
せ
ぬ
恐
れ
が
あ
る
か
ら

で
す
。

も
っ
と
大
事
な
の
は
バ
ラ
ン
ス
の

問
題
で
す
。
年
若
い
初
心
者
用
ラ
ケ

ッ
ト
は
、
ち
ょ
う
ど
全
長
の
真
ん
中

あ
た
り
に
重
心
の
あ
る
も
の
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
均
合
う
点
は
、
中
指
に

シ
ャ
フ
ト
を
載
せ
て
み
れ
ば
わ
か
り

ま
す
が
、
ラ
ケ
ッ
ト
全
長
は
だ
い
た

ぃ
、

６８
‐
６９
セ
ン
チ
で
す
か
ら
、　
ヘ

ッ
ド
先
端
か
ら
も
、
グ
リ
ッ
プ
エ
ン
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ド
か
ら
計
っ
て
も
３４
セ
ン
チ
ぐ
ら
い

の
地
点

（打
面
の
首
の
根
元
か
、
シ

ャ
フ
ト
の
先
端
あ
た
り
）
に
重
心
が

来
る
は
ず
で
す
。

こ
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
の
ラ
ケ
ッ

ト
だ
と
、
重
い
、
と
い
う
感
じ
が
し

ま
せ
ん
。
子
供
で
も
大
人
で
も
、
体

格
が
よ
く
て
、
力
の
あ
る
人
な
ら
、

や
が
て

″先
重
″
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
使

う
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ハ
／
ン
ュ

マ
ン
個
人
は
、
長
年
、
真
ん
中
で
均

合
つ
も
の
を
愛
用
し
て
い
る
の
で
す

が
…
…
。

打
球
の
感
触
は
、
握
り
の
指
と
て

の
ひ
ら
の
微
妙
な
神
経
の
働
き
を
通

し
て
、
長
年
か
か
っ
て
体
得
す
る
も

の
で
す
が
、
こ
の
感
覚
を
と
ぎ
す
ま

す
に
は
、　
ハ
ン
ド
ル
・
グ
リ
ッ
プ
の

大
き
さ
、
形
が
自
分
の
手
に
合
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ハ
ン
ド
ル
・
サ
イ
ズ
が
小
さ
す
ぎ

る
と
、
手
が
余
る
の
で
、
き
っ
く
握

り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
必
然
的
に
手

が
硬
直
し
、
前
腕
か
ら
ひ
し
、
一月
ヘ

と
そ
の
緊
張
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
結
果
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
説
明

す
る
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

正
し
い
ス
ト
ロ
ー
ク
が
で
き
な
い

と
、
毛
細
管
な
ど
に
異
常
を
生
じ
、

テ
ニ
ス
・
エ
ル
ボ
ウ
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、　
ハ
ン
ド
ル
が
細
す

ぎ
る
と
、
き
っ
く
握
る
こ
と
に
な
っ

て
、
こ
の
傾
向
が
促
進
さ
れ
る
の
で

＋

，

。

き
つ
く
握
り
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
す
る
緊
張
は
、
手
首
の
自
由
な

返
し
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

ハ
ン
ド
ル
部
分
に
は
裏
皮
、
タ
オ

ル
地
な
ど
が
巻
き
つ
け
て
あ
り
ま
魂

レ
ザ
ー
は
、
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、

脂
で
す
べ
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で

ワ
イ
ア

・
ブ
ラ
シ
を
か
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
す
べ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
皮
を
ほ
ど
い
て
裏
返
し
、
ケ
バ

立
っ
て
い
る
方
を
表
に
し
て
使
う
と

寿
命
が
延
び
ま
す
。

タ
オ
ル
を
巻
き
つ
け
る
の
も
、
な

か
な
か
は
や
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
じ
き
に
ほ
つ
れ
た
り
、
固
く
な

っ
た
り
し
ま
す
。
タ
ッ
チ
に
難
が
あ

る
、
と
ま
で
は
い
わ
な
い
に
し
て
も

タ
オ
ル
も
巻
き
初
め
と
、
時
間
が
た

っ
て
か
ら
で
は
、　
ハ
ン
ド
ル
の
サ
イ

ズ
が
違
っ
て
く
る
こ
と
を
否
定
で
き

ま
せ
ん
。

打
面
の
張
り
糸
に
は
、
人
工
の
も

の
と
そ
う
で
な
い
も
の
の
二
種
類
が

あ
り
ま
す
。

人
工
系
は
比
較
的
、
持
ち
が
よ
く
、

し
か
も
、
値
段
も
安
い
と
い
う
利
点

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
メ
ー
カ
ー

の
努
力
で
年
々
、
質
が
向
上
し
て
い

る
と
は
い
え
、　
一
面
、
弾
性
に
乏
し

い
う
ら
み
が
あ
り
ま
す
。

初
心
者
の
段
階
で
は
、
上
級
選
手

の
よ
う
な
、
微
妙
な
タ
ッ
チ
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、
経
験
を
積

み
、
あ
ま
り
意
識
し
な
い
で
も
、
ひ

と
通
り
の
ス
ト
ロ
ー
ク
が
打
て
る
よ

う
に
な
る
と
、　
一
打
ご
と
、
指
先
と

手
に
伝
わ
る
独
特
の
感
触
が
わ
か
っ

て
き
ま
す
。

こ
の
段
階
に
到
達
し
た
ら
、
張
り

糸
も
人
工
糸
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
が
ッ

ト
に
代
え
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

お
金
に
不
自
由
し
な
い
人
な
ら
と
も

か
く
、
そ
れ
ま
で
は
、
人
工
系
で
十

分
、
間
に
合
い
ま
す
。

理
論
的
に
い
え
ば
、
グ
リ
ッ
プ
の

緊
張
を
最
少
限
に
し
、
し
か
も
、
打

球
感
を
最
大
限
に
鋭
く
す
る
に
は
、

ハ
ン
ド
ル
は
円
筒
型
が
よ
い
の
で
ｔ

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
グ
リ
ッ
プ
の

ラ
ケ
ッ
ト
だ
と
、
打
面
が
正
し
く
シ

ャ
ト
ル
に
当
た
っ
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
確
か
め
る
こ
と
が
き
わ
め
て
困

難
で
す
。

そ
れ
で
、
現
実
に
は

（八
角
形
と

な
っ
て
い
る
）
握
り
の
、
上
下
と
左

右
の
各
面
の
部
分
の
デ
ザ
イ
ン
を
変

え
、
握
れ
ば
、
感
じ
で
違
い
が
わ
か

る
よ
う
に
工
夫
し
て
あ
る
の
で
す
。

も
っ
と
も
、
そ
れ
以
上
に
問
題
な

の
は
、
使
い
よ
い
か
ど
う
か
で
す
。

と
く
に
、
手
首
を
自
由
白
在
に
動
か

せ
る
か
、
指
に
力
を
入
れ
ず
に
、
快

適
に
握
れ
る
か
、
な
ど
に
注
意
し
、

ラ
ケ
ッ
ト
が
自
分
の
腕
と
手
の
延
長

〈講
談
社
ス
ポ
ー
ツ
ン
リ
ー
ズ
〉

バ
ド
〓フ
ト
ン
惟鋪
円

椰襲
野

ク
リ
】フ
ク

(1

季
一・餘
田
誨
Ｌ

ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
　
　
・
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で
あ
る
と
い
え
る
ぐ
ら
い
、
使
い
や

す
い
も
の
を
買
う
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。今

日
で
は
、
ス
ケ
ー
ル
製
シ
ャ
フ

ト
の
ラ
ケ
ッ
ト
が

一
般
化
し
て
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
金
属
製
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
使
わ
な
い
時
に
プ
レ
ス
を

か
け
る
こ
と
を
怠
っ
た
り
、
熱
い
と

こ
ろ
や
、
湿
気
の
あ
る
所
に
放
置
し

て
お
く
よ
う
で
は
困
り
ま
す
。

ラ
ケ
ッ
ト

・
ヘ
ッ
ド
の
カ
バ
ー
も

常
に
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ゲ
ー

ム
が
行
わ
れ
る
の
は
室
内
で
も
、
外

の
鉢
５
年
い
つ
も
違
う
の
で
す
か
ら
。

張
り
糸
は
、
き
つ
め
に
張
っ
た
方

が
よ
ろ
し
い
。
指
で
糸
を
は
じ
い
た

と
き

″
ピ
ン
″
と
い
う
よ
う
な
、
ピ

ッ
チ
の
高
い
澄
ん
だ
音
が
聞
こ
え
る

よ
う
な
ら
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
人
工
系
は
ガ
ッ
ト
よ
り

は
弾
性
が
弱
い
の
で
、
こ
の
弱
点
を

補
つ
た
め
に
、
い
く
ら
か
ゆ
る
め
に

張
る
の
が
普
通
で
す
。

初
心
者
は
、
ま
ず
自
分
の
周
囲
の

人
か
ら
何
本
か
ラ
ケ
ッ
ト
を
借
り
て

ち
ょ
っ
と
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
み
る
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
借
り
た
品
を
痛

め
た
り
し
た
ら
、
き
ち
ん
と
弁
償
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

し
ヽ
、
つ

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
て
、
試
し
て
み
る
と
、
ラ

ケ
ッ
ト
と
い
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
違

う
こ
と
、
何
が
ど
う
違
う
の
か
、
な

ど
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
や

が
て
、
自
分
が
ラ
ケ
ッ
ト
を
買
う
こ

き
、
こ
の
経
験
は
き
っ
と
役
に
立
つ

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
ひ
と
り
で
店
に
行
っ
た
り
せ

ず
、
上
手
な
人
に
つ
い
て
い
っ
て
も

ら
う
方
が
賢
明
で
す
。

腕
が
上
が
り
、
試
合
を
や
っ
た
り

大
会
に
出
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
ラ
ケ
ッ
ト
は
二
本
、
必
要
で

す
。
試
合
中
、　
一
本
の
糸
が
切
れ
た

り
、
こ
わ
れ
た
り
し
た
ら
困
る
か
ら

で
す
。
二
本
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
ら

片
方
だ
け
に
執
着
せ
ず
、
両
方
、
交

互
に
う
ま
く
使
う
よ
う
に
し
ま
す
。

プ
レ
ー
の
出
来
、
不
出
来
を
ラ
ケ

ッ
ト
の
せ
い
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

責
任
は
自
分
自
身
に
あ
り
ま
す
。
腹

立
ち
ま
ぎ
れ
に
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
床
や

ポ
ス
ト
、
イ
ス
な
ど
に
た
た
き
つ
け

る
よ
う
な
真
似
は
慎
み
ま
し
ょ
う
。

喜
ぶ
の
は
相
手
ば
か
り
で
、
自
分
は

一
文
の
得
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
い
や

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
こ
わ

し
て
、
余
分
な
出
費
を
し
い
ら
れ
る

な
ど
、
ば
か
ば
か
し
い
限
り
で
し
ょ

本
章
の
注

（注
１
）
規
則
に
の
っ
と
り
、
と

あ
る
が
、
国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

（Ｉ
Ｂ
Ｆ
）
の
競
技
規
則
、
こ
れ
に

準
拠
し
た
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

（Ｎ
Ｂ
Ａ
）
の
競
技
規
則
に
は
、
こ

の
よ
う
な
定
め
は
な
い
。
日
本
で
は

こ
の
た
め
、
協
会
制
定
の
大
会
運
営

規
則
第
３９
条
で
、
こ
の
主
旨
を
う
た

っ
て
い
る
。

（注
２
）
ガ
ッ
ト
は
、
日
本
で
は

″張
り
糸
″
の
代
名
詞
と
し
て
通
用

さ
せ
、
多
く
の
専
門
家
も
平
気
で
い

る
が
、
本
来
は
、
動
物
の
腸
ま
た
は

腸
管
で
作
っ
た
糸
の
こ
と
。
張
り
糸

は

一
般
的
に
は
ス
ト
リ
ン
グ
ス
と
い

う
。
な
お
、
こ
の
ガ
ッ
ト
の
複
数
形

（Ｏ
Ｃ
↓
∽
）が
、
根
性
、
フ
ァ
イ
ト
の

意
味
で
使
わ
れ
る

「ガ
ッ
ツ
」
。

ガ
ヽ

島 ιリ

な
き
挑

一
平
著

◆
読
者

の
声
…
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
さ
び
し
さ
と
楽
し
さ
を

知
っ
た
／
こ
れ
ま
で
の
も
の
に
は
な
い
素
晴
し
い
本
だ
／
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
る
私
達
に
と
っ
て
、
小
島
さ
ん
の
歩
い
て

き
た
道
は
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
／
写
真
が
多
く
て
よ
か
っ

た
／
小
島

一
平
さ
ん
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
か
け
た
人
生
の
す

ば
ら
し
さ
に
感
動
し
た
／
小
島
さ
ん
の
気
迫
が
ヒ
シ
ヒ
シ
と

感
じ
ら
れ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
か
け
る
熱
意
が
私
自
身
の
プ

レ
ー
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
も
た
ら
す
と
思
う
／
と
て
も

内
容
が
濃
い
の
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
貴
重
な

本
。
よ
い
勉
強
に
な
っ
た
／
こ
れ
か
ら
も
小
島

一
平
さ
ん
に

頑
張
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
僕
も
負
け
ず
に
頑
張
り
た
い
。

〈
愛
読
者
カ
ー
ド
か
ら
抜
粋
〉

日
本
図
書
館
協
会
選
定
図
書

定
価
２
０
０
０
円

（送
料
２
４
０
円
）

◆
お
申
込
み
は
、
巻
末
と
じ
込
み
の

振
替
用
紙
で
あ
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
創
刊
号
、

２
号
、
３
号
、
各
３
部
私
の
手

元
に
あ
り
ま
す
。
必
要
な
方
に

お
分
け
し
た
い
の
で
す
が
、
ま

た
、

１０
号
、

１２
号
、

１３
号
、

１４

号
、

１５
号
、

１６
号
、

１８
号
お
手

持
ち
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
知
ら
せ
下
さ
れ
ば
幸
い
で
ｔ

二
沢
市
桜
町
二
―

一

〒
０３３
　
　
　
　
神

|
隆 九
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海
外
ト
ピ
ッ
ク
ス

友
枝
康
子

●

賞
金
獲
得
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

レ
イ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ

ノ
ラ
、
三
つ
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得

レ
イ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ

・
サ
ー
キ

ッ
ト
の
第

一
回
は
、

１０
月
６
日
、
７

日
、
ア
ク
リ
ン
ト
ン
の
ヒ
ン
ド
バ
ー

ン
・
ス
ポ
ー
ツ
。
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
デ
リ
ク

・

・
タ
ル
ボ
ッ
ト
が
ケ
ビ
ン
・
ジ
ョ
リ

ー
を
１５
‐
‐０
、

‐５
‐
７
で
降
し
て
決

勝
に
進
出
し
、
レ
イ

・
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
ス
も
、
シ
ー
ド
選
手
デ
ビ
ッ
ド

・

エ
デ
ィ
を
破

っ
て
準
決
勝
に
出
た
ブ

ラ
イ
ア
ン
・
ウ
ォ
ー
ル
に
勝
っ
て
、

こ
れ
に
対
決
。
接
戦
の
末
第
１
ゲ
ー

ム
を
デ
リ
ク
が
１７
１
‐４
で
と
つ
た
後
、

レ
イ
が
‐５
‐
０
、

‐５
‐
２
で
連
取
し

優
勝
。

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
四
人
の
シ

ー
ド
選
手
が
全
員
準
決
勝
に
残
っ
た
。

ジ
ェ
ー
ン
・
ウ
ェ
プ
ス
タ
ー
が
Ｈ
Ｉ

４
、
Ｈ
１
４
で
Ｋ

ｏ
Ｓ

・
プ
リ
ッ
ジ

に
楽
勝
。
ノ
ラ

・
ペ
リ
ー
は
Ｂ

・
Ａ

・
ベ
ケ
ッ
ト
を
Ｈ
１
５
、
■
１
６
で

降
し
た
。
決
勝
で
は
、
ノ
ラ
が
追
い

つ
追
わ
れ
つ
の
末
第
１
ゲ
ー
ム
を
と

っ
た
後
、
第
２
ゲ
ー
ム
は
Ｈ
１
０
と

ウ
ェ
プ
ス
タ
ー
を
軽
く
破
っ
て
優
勝

し
た
。

男
子
ダ
ブ
ル
ス
は
順
当
に
、
レ
イ

・
ス
テ
ィ
ー
プ
ン
ス
、　
マ
イ
ク

・
ト

レ
ジ
ェ
ッ
ト
組
が
エ
デ
ィ

・
サ
ッ
ト

ン
、
デ
ビ
ッ
ド

・
エ
デ
ィ
組
を
１３
‐

‐５
、

‐５
‐
５
、

１５
‐
３
で
降
し
て
賞

金
を
獲
得
。

混
合
ダ
ブ
ル
ス
は
、　
マ
イ
ク

・
ト

レ
ジ
ェ
ッ
ト
、
ノ
ラ

・
ペ
リ
ー
組
が

難
な
く
デ
ビ
ッ
ド
・
エ
デ
ィ
、
バ
ー

バ
ラ

・
サ
ッ
ト
ン
組
を
１５
‐
Ｈ
、

‐５

１
３
で
降
し
た
。

ベ
ル

・
ス
コ
ツ
チ

・
ウ
ィ
ス
キ
ー

・

ハ
イ
ラ
ン
ド
選
手
権
大
会

ノ
ラ
に
三
冠

１０
月
１３
日
か
ら
１５
日
ま
で
、
パ
ー

ス
の
ベ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
こ
の
大
会
で
最
も
好
成

績
を
あ
げ
た
の
は
ノ
ラ

・
ペ
リ
ー
。

総
額

一
、
二
〇
〇
ポ
ン
ド

（約
四
八

万
円
）
の
賞
金
と
共
に
、
彼
女
は
去

年
に
引
き
続
き
三
つ
の
タ
イ
ト
ル
を

獲
得
。
波
乱
の
第
１
ゲ
ー
ム
は
あ
っ

た
が
、
ジ
ェ
ー
ン
・
ウ
ェ
プ
ス
タ
ー

を
１
１
ｎ
、
■
１
８
、
Ｈ
１
３
で
降

し
て
シ
ン
グ
ル
ス
の
タ
イ
ト
ル
を
手

に
し
た
。
ダ
ブ
ル
ス
で
も
、
バ
ー
バ

ラ

・
サ
ッ
ト
ン
と
組
ん
で
ウ
ェ
プ
ス

タ
ー
、
パ
テ
ィ
ッ
ク
組
を
１５
１
２
、

‐５
１
６
で
降
し
た
。

混
合
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
彼
女
と
タ

ル
ボ
ッ
ト
が
新
し
い
ペ
ア
、
ビ
リ
ー

・
ギ
リ
ラ
ン
ド
、
カ
レ
ン
・
パ
テ
ィ

ッ
ク
組
に
押
さ
れ
気
味
だ
っ
た
の
は

い
つ
に
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
有
望
な

こ
の
ペ
ア
も
先
輩
に
遂
に
は
屈
し
た

も
の
の

（１５
‐
‐８
、

‐５
‐
Ю
、

‐５
‐

１０
）
、
最
高
の
グ
ー
ム
で
観
衆
を
堪

能
さ
せ
た
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
タ
ル
ボ
ッ

ト
が
膝
を
痛
め
て
出
場
を
見
合
わ
せ

た
の
で
、
決
勝
は
、
若
さ
と
経
験
の

対
決
と
な
っ
た
。
年
に
似
合
わ
ぬ
プ

レ
ー
を
見
せ
る
洗
練
さ
れ
た
、
デ
ビ

ッ
ド

・
エ
デ
ィ
を
降
し
た
の
は
、
気

鋭
の
ケ
ビ
ン
・
ジ
ョ
リ
ー
だ
っ
た
。

（‐０
‐
‐５
、

‐５
‐
６
、

１５
‐
４
）

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ギ
ャ
ゼ
ッ
ト

■
月
号
か
ら
）
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・
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カ
ナ
ダ

・
チ
ー
ム
中
国
遠
征
記

Ю
月
Ｈ
日
か
ら
２３
日
の
間
、
七
人

の
選
手
と
コ
ー
チ

一
行
が
エ
キ
ジ
ビ

シ
ョ
ン
試
合
と
文
化
交
流
の
た
め
中

国
を
訪
れ
た
。

選
手
は
、
パ
ッ
ト

・
ト
ラ
イ
オ
ン
、

イ
ア
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ポ
ー
ル
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ジ
ョ
ン
・
チ
ッ
ク
、

ク
レ
ア

・
パ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、
ウ
ェ
ン

デ
ィ

・
ク
ラ
ー
ク
ソ
ン
、
ジ
ョ
ハ
ナ

・
フ
ァ
ラ
ー
ド
ウ
。

１０
月
Ｈ
日
　
香
港
着
。

１０
月
１２
日
　
九
龍
か
ら
列
車
で
中
国

入
境
、
同
し
く
列
車
で
広
州
へ
。

空
路
、
北
京
着
。

１０
月
１３
日
　
万
里
の
長
城
、
明
の
十

三
陵
を
見
物
。
宿
合
の
友
誼
賓
館

に
一戻
り
、
夕
刻
、
イ
ン
ド
と
の
ト

マ
ス
杯
試
合
に
備
え
る
パ
キ
ス
タ

ン
・
チ
ー
ム
が
中
国
チ
ー
ム
と
戦

う
試
合
を
見
学
。
中
国
と
は
全
く

勝
負
に
な
ら
な
い
。
中
国
勢
は
ス

ピ
ー
ド
が
あ
り
強
力
だ
。

こ
と
に
ホ
ー
・チ
ー
・チ
ェ
ン
（
侯

加
昌
）
の
出
場
し
た
ダ
ブ
ル
ス
。

こ
の
よ
う
に
軽
快
で
強
力
な
選
手

を
見
た
こ
と
は
な
い
。

翌
日
ダ
ブ
ル
ス
で
我
々
と
対
戦
し

た
タ
ン
・
シ
ェ
ン
・
フ
ー

（湯
仙

▼
パ
ッ
ト

・
ト
ラ
イ
オ
ン

虎
）
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

１０
月
１４
日
　
一月
な
ら
し
に
少
々
練
習
。

そ
の
後
で
故
宮
博
物
院
を
訪
ね
る
。

わ
れ
わ
れ
の
歩
い
て
い
る
姿
を
眺

め
て
い
る
人
の
目
の
多
い
こ
と
は

面
々
か
っ
た
。
カ
ナ
ダ
国
旗
と
力

エ
デ
の
葉
を
あ
し
ら
っ
た
バ
ッ
ジ

を
配
る
。

夕
方
、
初
め
て
の
試
合
は
０
１
７

で
負
け
る
。
中
国
勢
は
ス
ピ
ー
ド

が
あ
り
す
ぎ
る
。
カ
ナ
ダ
勢
で

一

番
よ
か
っ
た
の
が
１２
１
Ｈ
、
Ｈ
Ｉ

５
で
敗
れ
た
ジ
ョ
ハ
ナ
。
第
１
ゲ

ー
ム
が
と
れ
て
い
れ
ば
、
勝
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。
私
自
身
の
ダ
ブ

ル
ス
は
、
第
１
ゲ
ー
ム
で
７
１
７

ま
で
は
う
ま
く
い
っ
た
が
、
そ
の

後
は
エ
ラ
ー
の
連
続
、
中
国
勢
は

す
っ
か
り
こ
ち
ら
を
読
ん
で
い
る

よ
う
だ
っ
た
。
全
体
に
わ
れ
わ
れ

に
い
い
所
は
な
く
、　
い
い
勉
強
を

し
た
。

１０

月

１５

日

「夏
の
離
宮
」

（現
在
順
和
園
）

を
見
学
。
午
後
、
空
路
、
上
海
着
。

簡
単
な
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
、

茅
台
酒
の
乾
杯
が
つ
づ
く
。

１０
月
１６
日
　
朝
、　
一
万
人
を
収
容
す

る
競
技
場
で
練
習
。
午
後
買
物
に

出
か
け
る
。
動
物
園
の
オ
リ
の
中

の
動
物
よ
ろ
し
く
見
物
人
に
囲
ま

れ
る
。
今
朝
は
楽
し
い
こ
と
が
も

う

一
つ
あ
っ
た
。
バ
ス
で
皆
を
待

っ
て
い
た
コ
ー
チ
の
ポ
ー
ル
・
ウ

ェ
ト
ナ
ー
ル
が
、

１２
歳
ぐ
ら
い
の

子
供
た
ち
の
集
団
に
拍
手
を
し
て

み
せ
た
。
子
供
た
ち
は
拍
手
の
お

返
し
を
し
な
が
ら
パ
ス
に
近
寄
っ

て
く
る
。
拍
手
と
手
を
振
る
の
と

交
互
に
し
て
い
る
。
無
邪
気
な
子

供
た
ち
は
美
し
い
。
わ
れ
わ
れ
も

子
供
の
よ
う
に
な
れ
な
い
の
は
残

念
。そ

の
夜
は
わ
れ
わ
れ
の
プ
レ
ー

も
少
し
よ
く
な
っ
た
。
相
手
は
五

年
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
経
験
し
か
な

い
、
中
国
北
東
部
の
チ
ー
ム
。
結

果
は
５
１
２
で
相
手
の
勝
利
。
こ

の
晩
の
立
役
者
は
ク
レ
ア

・
パ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
。
混
合
ダ
ブ
ル
ス
で
ポ

ー
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
、
女
子
ダ

ブ
ル
ス
で
ク
ラ
ー
ク
ソ
ン
と
組
ん

。で
勝
っ
た
。

１０
月
１７
日
　
今
夜
は
わ
ず
か
に
好
成

績
。
対
戦
相
手
は
藩
陽
市
の
チ
ー

ム
だ
っ
た
。
ポ
ー
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
組
が
３
ゲ
ー

ム
の
試
合
で
勝
ち
力
強
い
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

新
し
い
ペ
ア
、
イ
ア
ン
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
、
チ
ッ
ク
組
は
第
１
ゲ
ー

ム
善
戦
し
た
が
敗
れ
、
結
局
こ
の

試
合
を
失
っ
た
。
ク
ラ
ー
ク
ソ
ン

は
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
大
苦
戦
、

相
手
の
ス
ピ
ー
ド
に
歯
が
立
た
な

い
。私

自
身
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
第
１

ゲ
ー
ム
は
と
っ
た
も
の
の
、
そ
の

後
エ
ラ
ー
で
得
点
を
献
上
し
た
。

こ
の
間
、判
定
を
め
ぐ
っ
て
、中
国

の
選
手
、
ア
ン
パ
イ
ヤ
、
観
衆
の

見
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
い
態

度
は
興
味
深
か
っ
た
。

１０
月
１８
日
　
藩
陽
か
ら
北
京
経
由
、

広
州

へ
の
移
動
日
。
こ
の
夜
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
、　
一
九
七
五
年
に

カ
ナ
ダ
に
来
た
フ
ァ
ン

（方
）
と

同
席
で
き
た
。

１０
月
１９
日
　
広
州
市
内
を
バ
ス
で
見

物
。
土
産
物
を
作
る
職
人
の
仕
事

を
見
学
、
夕
方
は
軽
業
を
楽
し
ん

だ
。

１０
月
２０
日
　
ジ
ョ
ン
は
シ
ン
グ
ル
ス

で
フ
ァ
ン

（方
）
と
対
戦
し
た
が
、

試
合
前
に
す
で
に
敗
北
を
認
め
て

い
る
感
が
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ン
デ
ィ

は
ま
だ
不
運
に
つ
き
ま
と
わ
れ
、

１
ゲ
ー
ム
も
と
れ
な
い
。
ジ
ョ
ハ

ナ
は
相
手
の
ス
ピ
ー
ド
に
押
さ
れ

て
、
自
分
の
ペ
ー
ス
が
守
れ
な
か

っ
た
。

私
の
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
ま
た
も

消
耗
す
る
３
ゲ
ー
ム
試
合
、

５０
分

か
か
っ
た
。
ポ
ー
ル
と
の
ダ
ブ
ル

ス
は
第
１
ゲ
ー
ム
は
さ
ん
ざ
ん
だ

っ
た
が
第
２
ゲ
ー
ム
は
調
子
が
上

り
、

‐８
１
‐７
で
敗
れ
は
し
た
が
、

観
客
は
喜
ん
だ
。

ク
レ
ア
と
ポ
ー
ル
は
、
混
合
ダ

ブ
ル
ス
で
勝
っ
た
。
サ
ー
プ
と
り

タ
ー
ン
・
サ
ー
プ
に
技
摘
の
差
が

あ
り
、
今
日
も
６
１
１
で
中
国
の

勝
利
。

１０
月
２‐
日
　
赤
軍
チ
ー
ム
が
対
戦
相

手
。
私
は
前
日
の
疲
れ
と
湿
度
で

不
調
。
サ
ー
プ
の
時
は
、
立
っ
て

い
る
と
い
う
よ
り
、
グ
ラ
グ
ラ
揺

れ
て
い
た
そ
う
だ
。
ジ
ョ
ン
、
イ

ア
ン
組
は
イ
ア
ン
の
出
来
が
よ
く

試
合
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
第
３

ゲ
ー
ム
で
中
国
が
も
う
勝
負
が
き

ま
っ
た
と
思
え
る
１４
‐
９
と
り
―

ド
し
た
時
、
イ
ア
ン
の
サ
ー
プ
で

続
け
て
７
点
を
と
っ
た
。
中
国
勢

は
そ
の
後
挽
回
し
て
タ
イ
に
持
ち

込
み
、
結
局
勝
っ
た
。

１０
月
２２
日
　
広
州
を
発
っ
て
香
港
ヘ

そ
し
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

文
化
も
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
、
私
に

と
っ
て
中
国
は
忘
れ
難
い
も
の
に

な
る
だ
ろ
う
。

（オ
ン
タ
リ
オ

・
パ
ド
ミ
ン
ト
ン

Ｈ
月
号
よ
り
）
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″
最
強
の
ペ
ア
″

は ペ
ヽ

|

１
９
７
９
年
版

ｏ
カ
ラ
ｌ

ｏ
カ
レ
ン
ダ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
ワ
ー
ル
ド
７９

定
価
＝
１
２
０
０
円

送
料
＝
４
５
０
円

●

Ｂ

３

判

●

カ

ラ

１

６

●
お
申
込
み

本
誌
巻
末

◆
好
評
発
売
中

と
じ
込
み
の
振
替
用
紙
で

マ
イ
ク
と

ノ
ラ

マ
イ
ク

・
ト
レ
ジ
ェ
ッ
ト
と
ノ
ラ

・
ペ
リ
ー
は
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
記
者

賞
を
受
け
た
。

二
人
が
語
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
姿
を

紹
介
す
る
。

マ
イ
ク
か
ら
見
た
ノ
ラ

彼
女
の
一
番
す
ば
ら
し
い
所
は
そ

の
意
志
の
強
さ
、　
″ど
う
し
て
も
勝

つ
の
だ
″
と
い
う
気
構
え
な
の
で
し

よ
う
。

‐５
‐
０
、

‐４
１
０
と
な
っ
て

も
６
１
１３
と
負
け
て
い
る
時
と
同
じ

に
必
死
に
プ
レ
ー
を
し
ま
す
。
必
死

な
の
で
す
よ
′
　
僕
に
激
励
の
声
を

と
ば
す
と
か
、
も
う
有
名
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
尻
叩
き
を
や
る
の
は
こ
う

い
う
時
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
強
い
―
―
こ
と
に

サ
ー
プ
は
決
定
的
で
す
。
セ
ン
タ
ー

ヘ
の
低
い
サ
ー
プ
は
す
ば
ら
し
い
と

し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大

柄
な
ス
テ
ー
ン
・
ス
コ
ブ
ガ
ー
ド
位

が
そ
れ
を
攻
め
ら
れ
の
る
で
し
ょ
う

―
―
そ
れ
で
も
、
彼
の
長
い
リ
ー
チ

を
も
っ
て
し
て
も
１０
％
ほ
ど
し
か
成

功
し
て
い
ま
せ
ん
が
。

彼
女
は
サ
ー
プ
の
返
球
で
は
、
ち

ょ
っ
と
し
た
幾
何
学
者
、
鋭
角
が
好

き
で
す
ね
。

時
々
ネ
ッ
ト
で
の
タ
ー
ン
が
か
な

り
遅
い
が
、
そ
れ
を
補
っ
て
余
り
あ

る
強
い
手
首
で
き
め
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
強
さ
は
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
返
す
時

に
抜
群
の
威
力
が
あ
る
。
ス
マ
ッ
シ

ュ
か
ら
体
を
か
わ
す
の
が
う
ま
い
。

全
英
選
手
権
の
決
勝
で
全
世
界
の
目

は
、　
ス
コ
ブ
ガ
ー
ド
特
有
の
ア
ク
ロ

ス
・
コ
ー
ト
を
打
ち
返
し
て
決
定
打

と
し
た
シ
ー
ン
を
見
た
は
ず
で
す
′

あ
れ
が
ノ
ラ
な
の
で
す
′

ノ
ラ
か
ら
見
た
マ
イ
ク

私
た
ち
は
三
年
間

一
緒
に
プ
レ
ー

を
し
て
い
ま
す
が
―
―
私
は
、　
マ
イ

ク
も
同
じ
意
見
だ
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
組
み
合
わ
せ
が
ま
だ
ピ
ー
ク
に

達
し
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
も

っ
と
も
、
こ
れ
よ
り
い
い
シ
ー
ズ
ン

が
望
め
る
と
も
思
い
ま
せ
ん
が
。

サ
ウ
ス
ポ
ー
と
組
む
こ
と
自
体
、

正
直
言
っ
て
、
慣
れ
る
ま
で
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
サ
ウ
ス
ポ
ー
に
は
そ

れ
に
最
も
効
果
的
な
シ
ョ
ッ
ト
を
使

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　
一
番
い

い
例
は
、
ス
ー

・
ウ
ェ
ト
ナ
ー
ル
、

マ
ギ
ー

。
ボ
ク
ソ
ー
ル
の
ペ
ア
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
に
は
、　
マ
イ
ク
は

と
て
も
静
か
で
控
え
目
だ
そ
う
で
す
。

で
も
本
当
は
見
か
け
ほ
ど
お
と
な
し

く
は
な
い
の
で
す
。
私
の
プ
レ
ー
に

は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
、
ず
い
ぶ
ん

は
っ
き
り
し
た
事
を
言
い
ま
す
も
の
。

マ
イ
ク
は
、
現
在
世
界
最
高
の
混

合
ダ
ブ
ル
ス
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
す
。

誰
も
異
論
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ス
ピ

ー
ド
が
そ
の
最
高
の
武
器
で
す
し
、

ど
の
角
度
か
ら
の
攻
め
に
も
強
く
な

り
ま
し
た
。
敵
に
と
っ
て
頭
の
痛
い

こ
と
で
す
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
私
で

さ
え
、
時
々
途
方
に
く
れ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
す
か
ら
。

新
し
い
シ
ー
ズ
ン
の
た
め
に
／

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ギ
ャ
ゼ
ッ
ト

Ｈ
月
号
か
ら
）

バ ドミン トン界編集部
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一
月
号
な
の
で

《
一
》
と
い
う
字
の
あ
る
こ
の
作

品
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
す
る
。
作
者
森
本
薫

（
一

九

一
二
～

一
九
四
六
年
）
の
代
表
作
と
言
え
よ
う
。

三
幕
の
戯
曲
で
あ
る
が
、
舞
台
は

一
つ
で
あ
り
、

し
か
も
時
間
が
継
続
し
て
い
る
。
序
幕
の
終
り
を
第

二
幕
の
は
じ
め
で
繰
り
返
し
、
第
二
幕
の
終
り
を
ま

た
第
二
幕
の
は
じ
め
に
繰
り
返
す
と
い
う
手
法
を
使

っ
た
。
登
場
人
物
は
男
二
人
、
女
二
人
の
計
六
人
で

あ
る
。

抒
情
派
の
名
映
画
監
督
で
名
を
知
ら
れ
る
鉄
風
家

に
は
、
彼
の
二
度
目
の
妻
で
あ
る
前
衛
舞
踊
家

の
諏

訪
。
そ
れ
に
鉄
風
の
息
子
の
肇
規
、
妹
の
ヵ
絆
の
兄

妹
。
諏
訪
の
連
れ
子
で
あ
る
美
仔
。
そ
し
て
鉄
風
の

弟
子
で
あ
り
、
明
日
か
ら

一
本
立
ち
し
よ
う
と
す
る

新
進
映
画
監
督
の
須
貝
が
住
ん
で
い
る
。

須
員
を
慕
う
未
納
と
美
仔
。
快
活
な
未
納
は
、
積

極
的
に
須
貝
に
ア
タ
ッ
ク
し
よ
う
と
す
る
が
、
お
と

な
し

い
美
行
は
気
持
ち
を
裡
に
秘
め
た
ま
ま
。

一
方
、
昌
允
は
、
鉄
風
と
諏
訪
の
再
婚
す
る
前
か

ら
、
美
納
を
想
っ
て
い
た
が
、
二
人
の
再
婚
に
よ
っ

て
気
持
ち
を
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

悶
々
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
鉄
風

・
諏
訪
夫
妻
は
、
美
納
と
未
納
の

う
ち
ど
っ
ち
か
を
須
貝
に
結
び
つ
け
よ
う
と
思

っ
て

い
つる
。

い
よ
い
よ
明
日
の

一
本
立
ち
を
機
会
に
、
夫
妻
は

そ
の

〈
は
な
む
け
〉
の
気
持
ち
も
あ
っ
て
、
ま
ず
諏

訪
が
須
貝
に
結
婚
を
奨
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
須
貝
か
ら
は
、
思

い
が
け
な

い
反
応
が

諏
訪
に
跳
ね
返
っ
て
き
た
…
…
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

ド
ラ

マ
が
混
乱
に
陥

っ
て
い
く
。

「華

々
し
き

一
族
」
は
、
大
折
し
た
こ
の
作
家
が

ま
だ
京
都
帝
大
に
在
学
中
だ
っ
た
昭
和
十
年
の
作
品

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
も
う
四
十
年
余
の
星
霜
が
経
過

し
て
い
る
が
、
昨
年
秋
、
あ
る
学
校
の
演
劇
科
の
授

業
で
私

（筆
者
）
は
こ
れ
を
ま
っ
た
く
の
現
代
劇

と

し
て
演
出
し
て
み
た
の
だ
っ
た
。

言
葉
遣

い
、
衣
装
、
髪
型
、
メ
ー
ク

・
ア
ッ
プ
。

そ
し
て
建
物
の
構
造
、
家
具
等
に
は
現
代
に
再
現
す

る
た
め
に
意
を
注
い
だ
の
だ
が
、
各
人
物
の
心
理
の

動
き
に
は
ま
っ
た
く
手
を
加
え
る
必
要
を
認
め
な
か

っ
た
ノ

だ
が
私
は
、
戯
曲
に
は

一
つ
の
指
定
も
な

い
音
楽

と
、
演
技
者
に
よ
る
歌
と
踊
り
と
を
多
く
加
え
た
。

〈音
楽
〉
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「弦
楽
四
重
奏
曲
デ
ィ

ヴ
ェ
ル
テ
イ
メ
ン
ト
変

口
長
調
」
（作
品

一
三
七
）
。

長
唄

「都
鳥
」
。
（舞
踊
用
）

「夕
陽
の
ガ
ン
マ
ン
」
演
奏
ウ
ー
ゴ

。
モ
ン
テ
ネ

グ

ロ
楽
団
。

「栄
光
の
ル

・
マ
ン
」
よ
リ
フ
ィ
ナ
ー
レ
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
ピ
ア
ノ
ニ
重
奏
曲
第

一
番
卜
長

調

・
第
二
楽
章
」

（作
品
五
六
四
）
。

〈
歌
〉

「
さ
れ

い
に
な

っ
た
ね
」
（清
水
健
太
郎
）

〈
踊
〉

「
瀬
戸
の
花
嫁
」

（小
柳
ル
ミ
子
）

〈
歌
と
踊
―
カ
ラ
オ
ケ
〉

「透
明
人
間
」

（
ピ
ン

ク

・
レ
デ
ィ
）
。

「林
檎
殺
人
事
件
」
。

（郷
ひ
ろ
み

。
樹
木
希
林
）。

…
…
若

い
観
客
が
多
か
っ
た
の
で
、
劇
中
で
し
ば

し
ば
盛
大
な
拍
手
が
起
り
、
大

い
に
笑

い
転
げ
て
く

れ
た
の
は
、
演
出
者
と
し
て
た
い
へ
ん
に
嬉
し

い
こ

と
だ
っ
た
。
（
し
か
も
私
は
決
し
て
作
品
を
傷

つ
け
て

い
な

い
と
い
う
誇
り
を
あ
ら
た
め
て
意
識
し
た
。
）

多
く
の
若

い
人
び
と
に
演
劇
を
愛
し
て
ほ
し

い
…

…
と
私
は
望
ん
で
い
る
…
…
多
く
の
若

い
人
び
と
に

舞
台
を
愛
し
て
ほ
し

い
と
。

演
劇
と
私
た
ち
は
歴
史
の
上
か
ら
み
て
も
永
く
深

い

〈
つ
き
合

い
〉
で
あ
る
。
演
劇
は
も
と
も
と
人
間

〈
！
〉
に
よ

っ
て
創
り
出
さ
れ
、
育
て
ら
れ
て
来
た

の
だ
か
ら
／

ク
ラ
ブ
活
動
で
も
、
演
劇
グ
ル
ー
プ
で
も
元
気
よ

く
、
楽
し
く
力
を
あ
わ
せ
て
舞
台
と
と
り
組
ん
で
ほ

し

い
と
思
う
。

な
お
、
私
の

「
一
族
」
で
は
六

つ
の
役
を
十
六
人

で
演
じ
た
。
幕
や
出
入
に
応
じ
て
演
技
者
が
交
替
し

た
の
で
あ
る
…
…
た
だ
し
、
衣
装
は

一
つ
の
も
の
を

受
け
継

い
で
。
　
２

つ
の
示
唆
と
し
て
。
）

l_________‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ― ‐ ‐
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読者からの寄稿

私
は
毎
年
、
年
末
に
行
な
わ
れ
る
全
日
本
総
合
を

楽
し
み
に
し
、
暇
を
見

つ
け
て
は
せ
っ
せ
と
会
場
通

い
を
し
て
い
る

一
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
フ
ァ
ン
で
す
が
、

「
バ
ド
界
」
を
拝
見
し
た
り
、
会
場
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
光
景
を
目
撃
す
る
に
つ
け
、
私
感
を
抱
か
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

初
め
に
、
毎
年
気
づ
く
こ
と
な
の
で
す
が
、
日
本

最
高
の
全
日
本
総
合
を
、
も

っ
と
緻
密
な
演
出
に
よ

っ
て
、
よ
り
以
上
の
素
晴
ら
し
い
権
威
あ
る
イ
ベ
ン

ト
に
で
き
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

第

一
に
、
場
所
で
す
。

最
終
日
の
日
曜
と
、
前
日
の
土
曜
は
代

々
木
第
２

体
育
館
を
使
用
す
る
の
が
慣
例
と
な

っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、も
っ
と
こ
れ
を
徹
底
し
て
欲
し
い
の
で
す
。

高
校
球
児
に
甲
子
園
が
あ
る
よ
う
に
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
人
に
代

々
木
第
２
体
育
館
を
晴
れ
の
檜
舞
台
、

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
殿
堂
と
し
て
創
り
上
げ
て
欲
し
い

の
で
す
。

含
を
も
つ
と

代々木第 2体 育館の全景

そ
こ
で
提
案
が
あ
り
ま
す
し

初
日
か
ら
通
し
て
、
代

々
木
第
２
を
使
う

こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
最
高
峰
で
あ
る
全
日
本
総
合
が
、
や
れ
今

年
は
大
田
区
だ
の
、
日
黒
だ
の
と
、
年
ご
と
に
場
所

を
換
え
て
い
た
の
で
は
、
選
手
に
と
っ
て
張
り
合

い

が
な
く
な
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ぃ

一
つ
の
大
会
な
の
に
、
な
ぜ

一
つ
の
会
場
で
行
な

え
な
い
の
で
し
ょ
う
。

ベ
ス
ト
４
以
上
し
か
、
代
々
木
第
２
で
プ
レ
ー
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ん
て
、
選
手
に
不
満
は
あ

る
は
ず
で
す
。
特
に
地
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
上
京
し
て

く
る
選
手
に
は
。

代
々
木
第
２
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
も

っ
て
こ
い

の
会
場
で
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
馴
染
む
者
な
ら
、
即
座
に
判
断

で
き
る
は
ず
で
す
。

観
客
席
が
大
き
く
、
橘
り
鉢
型
を
な
し
、
５
～
６

34
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面
の
コ
ー
ト
を
と
れ
、
中
央
に
メ
イ
ン
コ
ー
ト
を
設

置
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

つ
ま
り
、
１
回
戦
か
ら
準
々
決
勝
ま
で
は
、
６
面

の
コ
ー
ト
を
使
い
、
準
決
勝
は
２
面
、
決
勝
は
中
央

の
メ
イ
ン
コ
ー
ト
を
使
う
舞
台
装
置
が
可
能
な
の
で

す
。つ

い
で
に
都
心
に
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
に
ふ

さ
わ
し
い
環
境
と
、
そ
の
偉
容
も
申
し
分
な
い
の
で

す
。更

に
細
か
い
配
慮
を
す
る
な
ら
、
小
島

一
平
さ
ん

や
栂
野
尾
悦
子
さ
ん
の
手
記
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
全

英
選
手
権
の
心
憎
い
演
出
も
と
り
入
れ
て
み
た
ら
い

か
が
で
し
ょ
う
。

全
コ
ー
ト
に
コ
ー
ト

・
マ
ッ
ト
を
敷
き
つ
め
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
各
時
間
帯
の
好
カ
ー
ド
を
中
央
の
コ

ー
ト
に
持

っ
て
く
る
と
か
、
主
審
が
得
点
表
示
を
し

て
、
１
回
戦
か
ら
カ
ウ
ン
タ
ー
を

つ
け
る
と
か
、
学

ぶ
点
は
沢
山
あ
る
よ
う
に
思
う

の
で
す
。

＊

　

　

　

　

　

　

＊

　

　

　

　

　

　

＊

現
在
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
人
口
は
マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
急
増
に
よ
り
、
百
万
人
と
も
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
街
で
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
手
に
し

た
人
を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

数
年
前
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た

ユ
ー
バ
ー
杯
の
折

り
に
は
湯
木
博
恵
、
栂
野
尾
悦
子
、
相
沢

マ
チ
子
さ

ん
ら
の
華
々
し

い
活
躍
に
よ

っ
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン

は

″市
民
権
″
を
得
た
、
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
果
た
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
実

像
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
５２
年
度
の
協
会
の
発
表
で
は
、
登
録
人
員
は

４
万
３
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
番
組
で
は

「
ユ
ー
バ

ー
杯
」
「湯
木
選
手
」
と
い
っ
た
回
答
す
ら
出
て
こ
な

い
の
が
実
情
で
す
。

″
百
万
人
″
は
、
昭
和
３０
年
代
に
流
行
し
た
、
西
洋

羽
根
つ
き
の
域
を

一
歩
も
出
て
は
い
ま
せ
ん
し
、
″市

民
権
″
は
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト

・
プ
ー
ム
に
便
乗
し
た

ヤ
ジ
馬
の
好
奇
心
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
本
質
的
な
魅
力
と

は
か
け
離
れ
た

「西
洋
羽
根
つ
き
的
Ｌ
ミ
ニ
ス
カ
ー

ト
的
」
感
覚
だ
け
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
固
定
観
念

と
し
て
、
社
会
に
居
座
る
羽
目
に
な
っ
た
の
で
す
。

と
い
っ
て
、
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
道
か
ら
落

ち
こ
ぼ
れ
た
責
任
を
問
う
こ
と
は
、
誰
に
も
で
き
ま

せ
ん
。

マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
決
し
て

不
足
が
あ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
構
、
楽
し

く
や
っ
て
い
ま
す
。

来
年
は
、
大
勢
の
外
人
選
手
が
来
日
し
て
、
ジ
ャ

パ
ン
・
カ
ッ
プ
が
開
か
れ
る
よ
う
で
す
し
、
案
外
知

ら
ぬ
間
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

に
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
取
り
敢
え
ず
、
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
身
近
な
も
の
で
、
改
善
で

き
る
も
の
は
改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

小
さ
な
こ
と
で
も
、
納
得
で
き
る
運
営
か
ら
、
私

達
は
親
近
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
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選
手
に
と
つ
て
、
観
客
に
と
つ
て

納
得
で
き
る
運
営
を
〃
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お
し
ど
リ
コ
ン
ビ
Ｎ
Ｃ
９
で
紹
介

昭
和
”
年
度
全
日
本
総
合
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
（
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
）

の
競
技
第

一
日
目
１２
月
１６
日
の
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
１
９
時
に
、

ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
と
し
て
杉
田
博

・

良
子
夫
妻
が
紹
介
さ
れ
た
。
読
者
の

中
に
も
ご
ら
ん
に
な
っ
た
方
が
沢
山

い
る
と
思
い
ま
す
。

杉
田
博
氏
は
現
在
神
奈
川
県
立
横

浜
立
野
高
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
お
り
、

担
当
は
理
科
。
良
子
夫
人
は
日
本
コ

ロ
ム
ビ
ア
横
浜
営
業
所
勤
務
。
杉
田

氏
は
横
浜
国
大
時
代
か
ら
名
選
手
と

し
て
有
名
で
、
当
時
の
強
豪
、
立

・

明

・
慶
大
を
相
手
に
孤
軍
奪
闘
し
、

ト
マ
ス
杯
代
表
選
手
に
も
選
ば
れ
て

い
る
。
単
複
と
も
に
す
ぐ
れ
た
オ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ド
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
。

ま
た
良
子
夫
人
も
関
東
学
院
高
校

時
代
か
ら

″カ
モ
シ
カ
の
足
″
と
称

さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
コ
ー
ト
狭
し
と
シ
ャ
ト
ル
を
追
っ

て
、
全
日
本
の
タ
イ
ト
ル
も
獲
得
し

て
い
る
。

そ
し
て
結
婚
し
て
か
ら
は
、
昭
和

３６
年
に
混
合
ダ
ブ
ル
ス
に
み
ご
と
優

勝
。
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
大
会
で
上
位

に
く
い
こ
む
好
成
績
を
残
し
て
い
る

お
二
人
で
あ
る
。

そ
の
と
き
ど
き
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
脚
光
が
あ
び
せ
ら
れ
が
ち
な
ス
ポ

ー
ツ
の
世
界
に
お
い
て
、
長
年
に
わ

た
っ
て
地
道
な
努
力
を
つ
づ
け
、　
コ

ー
ト
マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
常
日
頃

の
生
活
に
お
い
て
も
、
多
く
の
学
ぶ

べ
き
面
を
も
っ
た
杉
田
夫
妻
が
、
こ

つ
い
っ
た
形
で
全
国
ネ
ッ
ト
の
電
波

に
乗
っ
た
と
い
つ
こ
と
は
、
大
変
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

″ガ
ッ
ツ
ク
の
異
名
を
と
る
小
島

一

平
選
手
も
、
「夫
妻
か
ら
は
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
教
え
ら
れ
る
こ
と
ば
か

り
で
す
。
お
二
人
を
見
る
た
び
に
、

よ
し
頑
張
る
ぞ
、
と
い
う
気
を
強
く

し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

番
組
中
、
福
島
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も

一言
っ
て
い
た
よ
つ
に
、
ま
た
来
年
も

コ
ー
ト
で
お
会
い
し
た
い
も
の
で
あ

リハυ。

2回戦で関・石田組 を相手にプレー中の杉田夫妻

編
集
室
か
ら

◆
読
者
の
み
な
さ
ん
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
界
に
と
っ
て
、
昨
年
に
も
ま

し
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
…
…
。
本
誌
が
出
る
頃
に
は
、

年
頭
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト

″
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
７９
″
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

世
界
の
一
流
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
大
挙
来

日
し
て
、
最
高
の
技
を
披
露
し
て
く

れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

◆
本
文
中
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ア
ジ
ア
大
会
が
開
幕
し
ま

し
た
。
日
本
は
男
女
と
も
、
思
わ
ぬ

不
成
績
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
た
だ

一
人
、
近
藤
小
織
選
手
が
シ
ン
グ
ル

ス
で
ベ
ス
ト
４
へ
進
出
。
ユ
ー
バ
ー

杯
保
持
国
の
面
目
を
、
わ
ず
か
な
が

ら
保
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
決
勝
は
、

い
ず
れ
も
中
国
対
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

対
決
と
な
り
、
男
子
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
女
子
は
中
国
が
工
座
に
つ
き
ま

し
た
。

◆
こ
れ
も
ペ
ー
ジ
数
の
関
係
で
来
月

号
に
掲
載
し
ま
す
が
、
大
学
生
の
ト

ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
よ
る
、
第
１
回

の

″全
日
本
学
生
強
化
合
宿
″
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
座
談
会
の
模
様
と

合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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若手のホープ石田ひとみ
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十八番

″
ジヤンプ・スマッシュ

(日 女体大 )

も不発…近藤小織選手

(カ ワサキ )

女子シングルス初優勝・徳田敦子選手 (サ ントリー)

復調した土田美加 (東京)・ 西尾真理子 (サ ントリー
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Ｖ
２
は
実
力
通
り
か
徳
田
敦
子

・
高
田
幹
子
選
手

（
サ
ン
ト
リ
ー
）

学
生
も
大
健
闘
、
関
根
和
子

・
大
塚
ソ
ノ
エ
選
手

（日
体
大
）

近
藤
小
織

・
渡
辺
多
喜
子
選
手

（
カ
ワ
サ
キ
）
も
ベ
ス
ト
４
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NoB85 カーボンスラッグフェス ト《ブラック》

ロングテーパー・カーボンシャフト(ケ ース付 )

¥7,500

より速く,よ り力強く――バドミントン・プレーに

マッチした鋭いラケットの新登場/カ ーボン素材を使

用したシャフトは強くそして柔軟――鋭い反撥力を生

み出しました。さらに超軽量イしをはかったブラック・

シャフトは黒ひょうを思わせる精憚さ。強く。鋭く・

軽い一― まさにバドミントン・ラケットのエースです

日本バ ドミン トン協会推奨

冊 釧EPs中
No1060 SPハ イ・シープスーパー

(ゲ ージ075%)  ¥500

超強力糸を使用した0 75mmの ゲージ この極限のケ

ージが,球 ばなれの早いシャープなプレーを生み出し

ます.反撥力・耐久性に優れ,張 り上げもスムーズ

文字通 り会心のスーパー・ガットの誕生です /

本    社 ●〒 540大 阪市東区 豊後田」4   0 (06｀ 942586(代 )
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TOI0O |.c.tler

The 1978 AJ.I Japan Badulnion Chenplonshlp tournanent was

held ln lokyo fron llovcmber f6 to t9. Needlcss to say, evcry ycar

thls tournauent ls fuII of drana bccause lt rietclrnlncs the best

bedmlnton player 1n Japan.

The young favorlte, KlnJl ?.enlya, overcaEe the lnlensc bottle
wagcd by the remarkably lEf.rovcd lr'aseo Isuchlda and won th4 nren'!

slngles. fsuchlda, uh. took the flrst 4aue. tnrt dropped the second.

i;rted to nake a v?l tpril; ocrr,hacl, tut loet the f lnal gamc by a sl1E

Ii,ar8ln. Using h1s powerful sEesh ag a weepon, Zenlya lmprcselvcly
cal,tured thc chaurplonts crcwn.

In the seEl-f1nals, although he waa narrowly defeetcd by

Isuchlda, Ippel KoJlna aD 14 ycars oldt dlsplayed rcrarkabfe J/outh-

fulness and vltor dcsplbe hls a8e. It was a heateal bqttle untl1
the end and the wtr.)Ie audlencc s.iowed bhelr epprcclatlon wlth
en(lless aDpLeuse. Tne fer,s vlvlCly gave Lhe veteran ilGutgx fo.rlEa

ihe credtt he d.Gscrved.

On ti:e othcr hand, 1x lhe worents slngles scrnl-flnals,
badElnton queen H!.roe Yukl was dcthroncd ln I surprlalng uprct by

riL,suko Tokuda. Contlnutng on her wlnnlng streak, Tokuda won an

cverwhclnlng vlctory over laat ycarrs chsnplon, Saorl Kondo. 1n the

flnals. To everyonc.s anazement, bhe scorc, cspcclally ln thc second

6are, was 11-0.

In the trenrs doublcs the team of Y. Ilno and M. Isuchlda
and ln the woncn,s doublee tbc t,ean of A. Tokuda and I. Takacta bolh

uon as expected. Ivl. Nakal and Y. Chlbe scored tt^.lr flrrt vlctorv

ln the Elxcal doub1e8.

Speclal menElon must bc nade herc of the fact that Hlroshl

and Yoshlko Suglta, who havc been plsylnS aa, leeE for ahost l0
ycara, elso partlclpeteat ln thla yearrs mlxed doubles. Unfortu-

nately thcy lrerc nob among the flna1 best B cntrles ' but thelr

cfforis wcrc recognlzed and televlsed on a Japan Broadcastlng

Systcm (NBK IV) nera prograo.

Japanese badnlnbon fans are eagerly looklng forl{"rd to thc

Flrst rorld Champlons Baalmlrrton lournament to be held 1n lok;'6

ln the nldd1e of January. ChaDplon plsycrs fron England, Der:trark,

Indcnesls, Canada, the Unlted States and HoIIand w111 FartlclDate

ln thls tournane.t, uhlch ls the flrst end rhlch Frolllses to be t:l-e

blggect cvent thet haa cver be.n held 1n Japanrs bealBlnton.hlstory.

Ippcl KoJlnsrs 'Gubs ll Bad!lnton - Ch811en81ng Uhe axtreme",

whlch wa6 publlshed last year, and thc Badnlnton World Calendar 179

arc belng recelved favorably. dc have recclvcd taeny overaeas orders

and w111 be happy to flll your order lf you lrrlte to rrs. 'Guts I t

BadEtnton - Challenglng thc Exbrelocr is 2000 yen (US$10) anal i:he

calcndar 18 I2OO yen (US$6). Fostag. ls not lncludeal and lhe money

may be 6ent wlth your order or lf so deslred, wc w111 bLll you 1ater.

Please send. your orderr as well sts any couments you mey havc regerdlng

thls magazlne lo ihe followlng addressr

lllsB MlHako'rJakacono
Nlppon Badmlnton Assoclatlon
K1sh1 Kln.n TallkukFn
I-1-1, Jlnnan, Shlbuya-ku, Tokyo
Japan 1J0
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パワヒ時代の男りL先進C力・ ボン
フレームにウッドと特殊アルミ合金の違いはあっても、この

2本 どちらも今世界のコー トで大活躍中。ヨネックス独自の

カーボンラケットです。カーボンシャフトのすさまじい;単1生

が強力なスマッシュを生み出します。そのうえスウィートスポット

がぐんと広がり、シャトルをとらえる性能も確実。世界の一流

プレイヤー達がパワーバ ドミントンを目ざしている現在、こ

れこそまさにうってつけのもの。カーボンならヨネックスです。

●日本初のこと一このラケットにはRと Xの表示があります。

Rは レギュラーでスナップ打法用。Xは エキスパートでフル

スイング打法用です。
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